
〈
研
究

ノ
ー
ト
〉

生

成

明

に

お
け

る

「
た

て
佗

一

-十
五
世
紀
中
期

の

「
花
」
と
連
歌

の

一
様
相

小

林

善

帆

生成期における 「たて花」

は
じ

め
に

十
五
世
紀
中
期
、
「花
」
は
、
中
心
に
枝
木

「
し
ん

(真

・
心
)
」
を
立
て
草

花

「下
草
」
を
添
え
る
と

い
う
形
を
整
え
始

め
、
連
歌
会

の
場

の
装
飾
な
ど
と

　
ユ

　

な
る
こ
と
に
よ
り
十
五
世
紀
末
、
「花
」

の
最
初

の
様
式

で
あ

る

「
た
て
花
」

　
　

　

と
し
て
確
立
す
る
。

他
方
、
連
歌
は
中
興
期
に
入
り
、
の
ち

に
連
歌
七
賢
と
称
せ
ら
れ
た
連
歌
師

た
ち

の
活
躍
を
見

る
。
こ
の
時
期
以
降
、

連
歌
師
た
ち
に
よ
り

「瓶

に
挿
す

花
」
が
素
材
と
し
て
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
同
時
期
、
歌
人

で
東
福
寺

　
ヨ

　

　
　

　

書
記

・
正
徹
の
和
歌

に
、
連
歌
師

で
六
角
堂
法
師

・
専
順

の
連
歌
と
相
似
す
る

「挿
す
花
」
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
の

「花
」
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
と
、
最
初

に
、

一
、
中
世
の
和

歌
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
る
こ
と

の
な
い

「瓶
に
挿
す
花
」
と
い
う
素

材
が
正
徹

の
和
歌
素
材
に
見
ら
れ
る
の
は
何
故
か
、
次

に
、
二
、
連
歌
素
材
と

し
て
の

「
瓶
に
挿
す
花
」
の
使
用
と
連
歌
師

・
専
順
、
「花
」
・
「池
坊
」
と

の

関
係

は
ど

の
よ
う
で
、
当
時

の

「池
坊
」
や
六
角
堂
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ

っ
た
か
、
ま
た
、
三
、
連
歌

・
和
歌
に
お
い
て

「挿
す
花
」
と
詠
ま
れ
る
も

の

が
何
故

「花
」

の
様
式
と
し
て
は

「
た
て
花
」
と
言
わ
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
、

四
、
連
歌
会
と

「花
」
と
の
か
か
わ
り
は
ど
の
よ
う

で
あ

っ
た
か
な
ど
、
連
歌

と
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
が
多
く
あ

る
こ
と
に
気
付
く
。
物

事
に
お
い
て
そ
の
発
生
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
「
た
て
花
」
生
成
期

に
つ
い
て
は
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
「
た
て
花
」

の
生
成
に
関

し
推
論

の
域
を
出

て
い
な
い
こ
と
は
否
め

な

い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は

一
つ
の
研
究
方
法
に
依
る
の
で
は
な
く
、
連
歌

・

和
歌
素
材
と
い
う
点

に
お
い
て
は
国
文
学

の
方
法
、
「花
」

の
歴
史
と
い
う
点

343



に
お
い
て
は
歴
史
学

の
方
法
を
と
り

つ
つ
、
そ
の
相
互
関
係
の
な
か
で
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
右

に
挙
げ
た
四

つ
の
点
を
中
心
に
、
十
五
世
紀
中
期

の

「花
」
と
連
歌
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
「
た
て
花
」
の
生

成
期
を
考
え
た
い
。
本
稿
で
い
う

「花
」

と
は
、
瓶
を
は
じ
め
と
す
る
水
を
い

れ
る
容
器

(花
入
れ
)
に
、
植
物

(花
)
を

入
れ
る
行
為
全
般
を
指
す
も

の
と

す
る
。

1

正
徹
と

「
瓶

に
挿

す
花
」

①

和
歌
素
材
と
し
て
の

「瓶
に
挿
す

花
」

ひ
さ
し
か
れ
あ
だ
に
散

る
な
と
桜
花

瓶
に
挿
せ
れ
ど
う

つ
ろ
ひ
に
け
り

つ
ら
ゆ
き

返
し

千
世
ふ
べ
き
瓶

に
挿
せ
れ
ど
桜
花
と
ま
ら
む
事
は
常

に
や
は
あ
ら
ぬ

中
務

　
う

　

『後
撰
和
歌
集
』
巻
三

・
春
下

・
八
二

・
八
三

お
も
し
ろ
く
さ
き
た
る
桜
を
な
が
く
折
り
て
、
お
ほ
き
な
る
瓶
に
さ
し
た

る
こ
そ
を
か
し
け
れ
。

(第
四
段
)

勾
欄

の
も
と
に
あ
を
き
瓶

の
お
ほ
き

な
る
を
す
ゑ
て
、
桜
の
い
み
じ
う
お

も
し
ろ
き
枝

の
五
尺
ば
か
り
な
る
を
、
い
と
多
く
さ
し
た
れ
ば
、
(以
下

省
略

)
。

(第
二
十
三
段
)

　
　

　

『枕
草
子
』
(以
上
、
傍
線
は
筆
者
の
加
筆
)

天
暦
五
年

(九
五

一
)
成
立

の

『後
撰
和
歌
集
』、
長
保
二
年

(
一
〇
〇
〇
)

頃
成
立

の

『枕
草
子
』、
と
も

に
「瓶

に
挿
す
花
」
を
記
し
て
い
る
箇
所

は
、
当

時

の
生
活
に
お
い
て

「瓶

に
花
を
挿
す
」
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ

う
。
そ
れ
ゆ
え
に

「瓶
に
挿
す
花
」
を
素
材
と
し
た
和
歌
が
詠
ま
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
「国
歌
大
観

O
U
-
幻
O
ζ
」
や

「
国
際
日
本

　
ア

　

文

化

研

究

セ

ソ

タ

ー

和

歌

・
連

歌

デ

ー

タ

ベ

ー

ス
」
、

「
連

歌

、

和

歌

、

俳

諧

　
　

　

検
索

シ
ス
テ
ム

内
o
涛
o

H
」

の
検
索
結
果
か
ら
は
、
和
歌
に
お
い
て

「
瓶

に
挿
す
花
」
を
詠
ん
だ
歌

は
右

の
二
首

の
ほ
か
に
五
首

(後
述
)、
全

て
で
七

首

で
あ
り
、
和
歌

の
全
体
数
に
対
し
ご
く
わ
ず

か
と

い
っ
て
よ
い
こ
と
が
わ

　
　

　

か
る
。
少
な
く
と
も
和
歌
に
お
い
て

「瓶
に
挿
す
花
」
は
好
ん
で
詠
ま
れ
る
素

材
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

②

正
徹
の
和
歌

検
索
結
果
の
七
首
を
時
代
順

に
見
る
と
、
本
章
①

に
記
し
た
紀
貫
之

・
中
務

の
二
首

の
ほ
か
、
十
三
世
紀
初
～
中
期
の
和
歌

に
次

の
三
首
、
そ
し
て
十
五
世

紀
初
～
中
期
に
正
徹

の
和
歌
二
首
が
あ
る
。

玉
た
れ

の
小
瓶

に
さ
せ
る
梅

の
花
万
代
経

へ
き
挿
頭
な
り
け
り
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生成期における 「たて花」

実
朝

バリ
　

『金
槐
集
』
・
賀

あ
さ
な
あ
さ
な
仏

の
た
め
と
い
さ
な

ひ
て
か
め
に
さ
し
お
く
花
さ
く
ら
か

な

真
観

　　
　

『宝
治
百
首
』
・
春

見
れ
は
ま
た
か
め
に
折
さ
す
花

の
色

の
や
か
て
も
し
ほ
む
時

は
き
に
け
り

光
俊
朝
臣

　ロ
　

『
新

撰

和

歌

六

帖

』
・
第

一
帖

・
昼

、

　お
　

『夫
木
和
歌
抄
』
巻
十
九

・
昼

以
下
、
正
徹

の
和
歌
で
あ
る
。

ω

い
く
千
世
そ
梅

の
花
か
め
さ
し
な
か
ら
水
の
う
き
木
に
あ

へ
る
匂
は

正
徹

②
折
り
て
さ
す
花
そ
久
し
き
玉
た
れ

の
か
め
の
う

へ
な
る
山
さ
く
ら
か
も

正
徹　レ

　

『草
根
集
』

(以
上
、
傍
線

・
番
号
ω
②
は
筆
者
の
加
筆
)

右

の
和
歌

は
、
ω
は

「瓶
に
挿
す
花
」
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た

「
う
き
木

に

あ

へ
る
」
と
は

「浮
木
に
会
え
る
亀
」
す
な
わ
ち

「盲
亀

の
浮
耗
」
(涅
槃
経

な
ど
に
あ
る
話
か
ら
、
会
う
こ
と
が
き
わ
め
て
む
ず
か
し
い
こ
と
の
た
と
え
)
を
詠

ん
で
い
よ
う
。

②
は

「瓶

に
挿
す
」
と
明
確
に
詠
ん
で
は
い
な
い
。
ま
た
専
順
の
連
歌

「
さ

す
花
や
か
め
の
う

へ
な
る
山
桜
」
に
相
似

し
て
い
る
。
専
順

の
連
歌
に
つ
い
て

は
次
章
で
述
べ
る
こ
と
と
し
、
以
下
、
正
徹
の
和
歌
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
。

先
に
記
し
た

『後
撰
和
歌
集
』

の
紀
貫
之

・
中
務

の
和
歌
は
も
ち
ろ
ん
万
人

周
知

の
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え

に
同
様

に

「挿
す
」
・
「花
」
・

「瓶

(亀
)」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
場
合
、
「瓶

に
挿
す
花
」
を
詠

ん
だ
可
能

性
が
見
出

さ
れ

る
。
「
か
め
の
う

へ
な
る
山
」
は

「亀

の
上
な

る
山
」
即
ち

「蓬
莱
山
」
を

一
義
的

に
は
示
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
和
歌

の
場

合
、
紀
貫
之

・
中
務
の
和
歌

の
よ
う
に

「瓶
に
挿
す
」
と
明
確
に
詠
ま
れ
て
い

る
わ
け
で
な
く
、
花
を
挿
す
場
所
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く

和
歌

に
お
い
て

「挿
す
花
」
と
詠
ま
れ
た
と
き
、
通
常
考
え
ら
れ
る
の
は

「
か

ん
ざ
し
と
し
て
髪

に
挿
す
花
」
を
詠
む
こ
と
で
あ
る
。

正
徹

の
歌
集

で
あ
る

『草
根
集
』
を
読
む
と

(以
下
、
表
1
参
照
)、
花

を

撥
頭
と
す

る
場
合

は
必
ず

「折
か
捧
慶
か
」
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「折

り

て
挿

す
」
と
詠
ん
だ
こ

の
和
歌
が

(傍
点
は
筆
者

の
加
筆
)、

一
方

で

「蓬
莢
山

の
不
老
不
死

の
桜
を
髪
に
挿
す
」
と
い
う
意
味
を
持

つ
と
い
う

こ
と

が
考
・兄
ら
れ
る
も

の
の
、
他
方
で
ω

に
見
る
よ
う
に
正
徹
が
ほ
か
に
も

「
瓶
に
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表1『 草根集 』におけ る 「折 る」・「挿す」・「挿頭す」・「瓶」・「花」 を含む和 歌一覧

歌番号 詞 書 和 歌 歌 材

1 636 梅久馥 いく千世そ梅の花かめさしながら水のうき木にあへる匂ひは 花(梅)・ 瓶 ・挿 す

2 678 多年翫梅 春ことにわれをいとはぬ色かゆゑ梅を手折りて老となりぬる 花(梅)・ 折 る

3 1145 翫花 かくるらむよそめそしらぬさくら花折 りかさしても老は忘れす 花(桜)・ 折 る ・挿 頭 す

4 1147 翫花 折りてさす花そ久しき玉たれのかめの上なる山さくらかも一 一 花(桜)・ 折 る ・挿 す ・瓶

5 1153 翫花 山さくら折 りかさしても花は花老は老とやかくれなからん 花(桜)・ 折 る ・挿 頭 す

6 1154 翫花 老か身をかくさんためと成 りぬへし手折らて花を飽 くまてやみん 花(桜)・ 折 る

7 1156 翫花 山路行 くたもとににほふ花の枝を朝露なから折 りてかささむ 花(桜)・ 折 る ・挿頭 す

8 1157 花挿頭 手折りつつかさす桜の花のかをうつるは老の袖にいとはす 花(桜)・ 折 る ・挿頭 す

9 1158 花挿頭 をとめ子かかさしの桜かつ散 りて雲の袖ふる山風そふ く 花(桜)・ 挿頭す

10 1159 花挿頭 開きみちて春はありとしある人のかさしの花の都ならすや 花(桜)・ 挿頭す

11 1167 馴花 身におはぬ花をはしひて手折るとも猶家つととえこそ思はね 花(桜)・ 折 る

12 1168 馴花 手折 りつつかさす桜の色にこそいとと老いぬる年はかくれね 花(桜)・ 折 る ・挿 頭す

13 1169 馴花 心なくたをれる花の哀をもしらぬ翁といとと成行 く 花(桜)・ 折 る

14 1170 馴花 石はしる滝をしのきて手折 りこし枝とや花の浪もちるらん 花(桜)・ 折 る

15 1171 馴花 契あれやたをれる枝にのこりきてわが閨にとく花の下ひも 花(桜)・ 折 る

16 1172 馴花 折 りかさす花も時のまおとろへて果はかくれぬ老の春かな 花(桜)・ 折 る ・挿 頭 す

17 1173 馴花 さくら花折 りてかささは中中に老いぬる人としるからむかも 花(桜)・ 折 る ・挿 頭 す

18 1333 山花未偏梅かかも衣におつる雪なからさくらを手折る春の山ふみ 花(桜)・ 折 る

19 1372 行路花 春ことの道の行てに折 りすててもとあらの桜花そすくなき 花(桜)・ 折 る

20 1477 寄筏花 山つとに手折 りてのする花筏あらくおろすな春の川風 花(桜)・ 折 る

21 1497 寄花釈教みたれゆく心のままに手折 りてそ花をかはらぬ仏とも見ん 花(桜)・ 折 る

22 1786 躑躅 いそくなよ手折るつつしの灯によるの山路はかへ りいてなん 花(躑 躅)・ 折 る

23 1790 樹陰躑躅夜こえむ人のためにとくらふ山木の下つつし折 りもつくさし 花(躑 躅)・ 折 る

24 1842 折藤 手折りつつかさしてゆかん藤なみを浪そふ老のしわとやはみむ 花(藤)・ 折 る ・挿 頭 す

25 1846 款冬 手折るとも人にかたるな山吹の花にわけくる露はおちにき 花(山 吹)・ 折 る

26 1881 折款冬 折 りかさす心そいはぬかくせ花八十にちかし八重の山ふき 花(山 吹)・ 折 る ・挿 頭 す

27 2028 余花 山さくら花こそのこれ一枝をけふのかつらに折 りや うゑまし 花(桜)・ 折 る

28 2030 余花 夏もみる春の湊かさし藤の波に雲ゐる山さくら花 花(藤)・ 挿す

29 2659 瞿麦 手折るなよまたいときなき黒髪をなつるにまさる撫子の花 花(撫 子)・ 折 る

30 2678 樗 手折りてもいたくは人のめてさらむ木に花見えぬ比の樗を 花(樗)・ 折 る

31 2684 林間樗 折 りはてし林のわらひ紫のちりの行へにちるあふちかな 花(樗 ・蕨)・ 折 る

32 3488 隣槿 折 りとらぬ色こそあかね中垣の花のぬしある宿のあさがほ 花(朝 顔)・ 折 る

33 3490 隣槿 一枝もをりはやつさし開く花のあるしよそなるにはのあさがほ 花(朝 顔)・ 折る

34 4735 行路萩 玉鉾の行ての小萩折 りとらはのこれる花の色やあせなむ 花(萩)・ 折 る

35 4828 山紅葉 わび人の手折る山ちの下紅葉涙しぐれて色やまさらん 紅葉 ・折る

36 5087 時雨似秋 ちらぬ枝を折 りさす庭のもみち葉に時雨れて秋ののこる冬かな 紅 葉 ・折 る ・挿 す

37 10005 旅宿 岩かねに枝をりかけてふし柴のこるはかりなる嵐をそきく 柴 ・折 る

*本 表 作成 にお いては、 国際 日本文化 研究セ ンター 和歌 データベース 「草根集 正徹」 を使 用。
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生成 期にお ける 「たて花」

表2「 花」・「瓶 」・「挿す」を含む 中世連 歌一覧

句 発句 作者 西暦 和暦 作品集名 ・賦物

1 か め に さす 一は な さ く らとの一うち とか な一 一 一 ○ 親当 1448 文安5 親当句集

2 さす は なや 一かめ の うへ な る一や ま さ く ら一 一 一 ○ 専順 1452 宝徳4 宝徳千句 ・第五 ・唐何

3 かめ に さす 一うめ の ひ とえだ一ち るを み て一 一 宰相 1452 享徳元初瀬千句 ・第六 ・何袋

4 かめ に さす一み つ い つ の まに一かわ く らむ一 一 一 行助 1455 享徳3 行助句集

5 かめ に さす一は なの うめか え一は る まち て一 一 専順 1475 文明7 専順独吟

6 かめ に さす一は なの さ か りは一み しか くて一 一 能阿 1476 文明8 竹林抄巻一

7 かめ の さ く らの一か を なた つね そ一 賢盛 1476 文明8 竹林抄巻一

8 さか りをみはや一かめにさすはな一 一 眼阿 1482 文明14 文明万句・第五千句・第五・二字反音

9 かめ に さす一は なの あ さか ほ一ひ に さき て一 一 一 宗長 1482 文明14 大原三吟

10 かあ に さす一くさの あ さつ ゆ一し ろたへ に一 一 一 基佐 1482 文明14 大原三吟

11 かめ に させ一こふ をつ くさむ 一は るの は な一 ○
後成恩寺入
道前関白太
政大臣

1495 明応4 新撰菟玖波集 ・巻十九 ・発句上

12 かめにさす一しけきこすゑの一はなのつゆ一 一_ 兼載 1501 文亀元園塵第三 ・春

13 を りそ へ し一は なを はか め に一さ しい て て『 一 一 1522 大永2 伊勢千句 ・第四 ・薄何

14 かめ に さす 一は なは うき きか一は るのや と『 一 一 ○ 1552 天文21 天文年間百韻

15 か め に さす 一はな のた ち えの一ち る もを し一 一 一 1557 弘治3 弘治三年春雪千句 ・第十 ・山何

16 か め に さす 一うめ はか を りも一ふ か か ら て『 一 1560 永禄3 永禄年間百韻 ・何路

17 か め に さす 一はな に こ もれ る一の や ま か な一 一 一 ○ 1571 元亀2 元亀二年千句 ・第七 ・初何

18 か め に さ しぬ る一は なの ひめ ゆ り『 一 一 1576 天正4 天正四年万句・第四千句・第四・何垣

19 た を りき て一か め に さ しお く一はな の か け一 一 1576 天正4
天正四年万句 ・第六千句 ・第八 ・二

字反音

20 か め に さす 一ふ ちや まふ きや 一はる の い ろ一 一 1584 天正12 天正年間百韻 ・初何

21 か め に さす 一は な を こて ふ の一も とめ きて一 一
亀戸天神七百七十年千句 ・第六 ・二

字反音

*検 索 は、「連歌 ・和歌 ・俳諧検 索 シ ステムKeikoII」 国際 日本 文化 研究 セ ン ター発 行、「国 際 日本 文化研 究 セ ンタ ー

連歌 デ ータベース」 を使用。
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表3『 碧 山日録 』にお ける花 の記事一 覧

西暦 和暦 月 日 種 別 記 事 備 考

1 1459 長禄3 2・5 奪花 稲荷山丈室懺摩之会 年々大有瓶葩之設

2 1459 長禄3 2・22 天神 挟梅花之枝 北野天満神

3 1459 長禄3 2・23 天神 挿紅梅一朶 天神像(宰 府)

4 1459 長禄3 3・3 観花 桜盛開、賞之 花見

5 1459 長禄3 3・8 観花 梅 ・無香の説

6 1459 長禄3 3・23 観花 伏見里之杜鵑花盛披、可与公相従賞之 花見 他

7 1459 長禄3 4・8 仏前供花 仏生日、献花焼香礼三拝
8 1459 長禄3 4・10 観花 開花窓見桐花、其花房自秋末而萌
9 1459 長禄3 4・14 観花 葵花向日・柳絮 ・松

10 1459 長禄3 4・28 仏前供花 掛十六応真像、各置紅白剪花一瓶 特撰巧手剪状群花

11 1459 長禄3 4・28 奪花 剪花造門 剪葩者道路如織

12 1459 長禄3 5・4 節句 明日襭蓬与菖蒲
13 1459 長禄3 9・9 植栽 雨、大風、不賞心起於菊花

14 1459 長禄3 11・13 植栽 命僕鋤地下金銭花之種
15 1459 長禄3 11・29 挿花 折梅挿瓦器、雖未発花、春意隠然也

16 1459 長禄3 12・4 挿花 挿梅枝於瓦瓶、夜深点灯、其影可愛也

17 1460 寛正元 正 ・24 観花 春公来、遊後園而看梅

18 1460 寛正元 2・27 挿花 中書令勝秀公遣其客乞梅、折数枝与之
19 1460 寛正元 3・16 奪花 六条街、看花 ・奪花

20 1460 寛正元 3・22 挿花 庭前紫荊盛開、折之挿於瓦器
21 1460 寛正元 4・1 観花 紅白既散、新緑又描

22 1460 寛正元 4・11 観花 藤蔓盛開、賞之

23 1460 寛正元 6・17 挿花 有寄楊梅一枝、余投之春公

24 1460 寛正元 6・17 挿花 春公楊梅一枝挿銅瓶、為明日高客之設云

25 1460 寛正元 9・9 節句 重陽、黄花 ・般若之話

26 1460 寛正元 閏9・9 節句 拾残菊

27 1461 寛正2 正 ・13 観花 以梅花脳為話 隣僧来、設斎

28 1461 寛正2 2・18 観花 国家大臣某賞東渓之梅
29 1461 寛正2 2・20 植栽 接花

30 1461 寛正2 4・7 仏前供花 仏前瓶花 余十歳時

31 1461 寛正2 10・9 植栽 移小金菊 ・竜胆草於前庭、又蓮根種東面之池

32 1461 寛正2 10・19 観花 見楓葉 遊東邑北斗院

33 1462 寛正3 正 ・26 観花 前庭梅花盛開、掲簾賞之 以招浄居紹蔵主及余

。○
寸
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34 1462 寛正3 2・25 挿花 春公招専慶、挿花草於金瓶者数十枝 洛中好事者来競観之
35 1462 寛正3 2・27 観花 偕看東渓之残梅 法泉衍首座、一両輩而来

36 1462 寛正3 3・6 観花 泛河見北岸之花 光禄持清公赴伏見之永明
37 1462 寛正3 3・16 観花 偕見天徳之桜花於牆外 開座掲簾
38 1462 寛正3 3・17 植栽 栽白蓮於東面之池
39 1462 寛正3 5・12 挿花 広徳恵余以白薔薇数枝 乃挿之地也、欲生其根也

40 1462 寛正3 10・2 挿花 専慶来、折菊挿於瓶、皆嘆其妙也。等持首座、寄紫色菊於公、未有此種 春公、設施食会、与諸僧相会

41 1462 寛正3 11・5 挿花 折残菊挿瓶
42 1463 寛正4 3・1 観花 諸兄胥率賞梅於渓東 予述作詞而共不赴之意
43 1465 寛正6 2・1 奪花 毎幅之前、有瓶花供、緇素争奪花枝 丈室有修懺之会、観世音之像三十三
44 1465 寛正6 2・2 奪花 問琴渓、以瓶花之争為話

45 1465 寛正6 2・21 植栽 見子庭所掃石菖蒲 遊清浄庵
46 1465 寛正6 2・22 観花 仏乗院有桃樹一株、甚盛 与諸彦相過賞之
47 1465 寛正6 2・23 植栽 知足九淵和尚求稚松栽 贈以両三株
48 1465 寛正6 2・24 観花 永安庭前、有梅数十株、紅白交加 是日設斎而見招
49 1468 応仁2 正 ・18 観花 後藤拉朶梅見来訪 又話以所賦之詩
50 1468 応仁2 正 ・25 観花 過大仙而見庭梅 咸時花濺涙之句、快然蝕壊也
51 1468 応仁2 2・6 観花 伯侍者見寄紅白梅数枝 乃挿於東窓愛之
52 1468 応仁2 2・18 観花 発花紅白而無数 西園有小梅樹、其長一尺許、移之前庭、而愛賞

53 1468 応仁2 2・21 植栽 得牽牛花之子、種之東籬 又改移薬苗数品
54 1468 応仁2 3・2 植栽 新熊野神祠之南、有種花者 而花梢与座相接
55 1468 応仁2 3・9 観花 永明之桜盛開、共遊其下也 梅西求赴其房、乃応命

56 1468 応仁2 5・13 植栽 種紫瓜之子 命僕治園
57 1468 応仁2 5・21 観花 庭下、白薔薇 ・紫杜衡、其開甚盛 其開甚盛、招一二隣友、共賞

58 1468 応仁2 6・19 植栽 開東地、而植細竹数本

59 1468 応仁2 9・10 節句 忘昨日乃菊節、以自咲

60 1468 応仁2 10・6 挿花 村僧某恵菊花数本 乃挿瓶賞
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表4『 経覚私要鈔』 におけ る花の記事一覧

西暦 和暦 月 日 種 別 種 別の詳細 記 事 内 容
1 1417 応永24 7・7 節句 二星法楽 花少々在 リ

2 1436
、 山

水早8 10・8 宗教行事 十八道心加行 花□兼摘入置之 ・毎座花進之
3 1443 嘉吉3 6・27 花瓶 花瓶一 法雲院へ遣わす
4 1444 嘉吉4 正 ・8 花瓶 花瓶一 慶寿局へ行ったときの引出物

5 1444 文安元 2。15 花瓶 花瓶一双 引き出物、卓あり

①
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6 1447 文安4 2・1 宗教行事 修二月会 花餅以下立てる

7 1447 文安4 8・1 花瓶 花瓶胡銅一 花瓶一胡銅、禅定院より

8 1448 文安5 10・13 花見 花見 白毫寺、古市胤仙 ・紅葉

9 1448 文安5 12・27 花瓶 花瓶胡銅一 花瓶一胡銅遣わす

10 1449 宝徳元 6・18 供花 供花 九条供花

11 1449 宝徳元 8・1 花瓶 花瓶一 九条家の憑として

12 1450 宝徳2 2・15 花の贈答 花の贈答 コ ブシ ノ枝 済 々賜 い、 賞翫

13 1450 宝徳2 4・16 花の贈答 花の贈答 白眞一本を三宝院門跡義賢に遣わす

14 1450 宝徳2 8・1 花瓶 花瓶胡銅一 禅定院、尋尊

15 1450 宝徳2 12・13 花瓶 花瓶一 立野信福寺子の奉公の為進物、ほかに扇、杉原十帖

16 1451 宝徳3 2・4 花瓶 花瓶胡銅一 祐盛の子如意の寿物
17 1451 宝徳3 2・17 花見 花見 梅一重開枝見来者

18 1451 宝徳3 2・21 花見 花見 京都花少々開廿四五日比
19 1451 宝徳3 2。21 花瓶 花瓶一 唐橋在豊から、賀茂社上粉の事につき

20 1452 宝徳4 5・10 花瓶 花瓶 花瓶を召し下すため人夫を京都に上す

21 1453 享徳2 正 ・27 花の贈答 花の贈答 如意賀丸、正月桜希代事 ・桜花一枝持参

22 1453 享徳2 2・12 花の贈答 花の贈答 縁瞬から給之 ・コブシノ花一枝

23 1453 享徳2 2・12 花見 花見 地蔵院前、酒宴

24 1453 享徳2 2・13 花見 (花見) 花見延引
25 1456 康正2 正 ・5 花瓶 花瓶胡銅一 尋尊へ遣わす

26 1459 長禄3 正 ・5 花瓶 花瓶一 遣尋尊、来臨お礼として尋尊へ遣わす

27 1459 長禄3 2・1 立花 立花 梅花を立てる、数十瓶

28 1459 長禄3 2・16 花の贈答 花の贈答 醍醐(義 賢)へ遣わす ・春菊

29 !459 長禄3 3・5 花見 花見 古市城において花見

30 1459 長禄3 3・8 花見 花見 白毫寺花盛 り、見物貴賤

31 1459 長禄3 3・9 花見 (花見) 雨連続、無念

32 1459 長禄3 3・10 花見 (花見) 雨

33 1459 長禄3 3・14 花見 (花見) 藤千代(尋 尊児)に 招かれるが、湯治中につき謝絶

34 1460 長禄4 正 ・5 宗教行事 散花 但馬屋講問

35 1460 長禄4 正 ・5 花瓶 花瓶一胡銅 経覚、尋尊へ賀物を贈る

36 1460 長禄4 正 ・23 花瓶 花瓶一 入院礼謝

37 1460 長禄4 3・2 花瓶 花瓶 染付立子花瓶一

38 1460 長禄4 3・20 花見 花見 東福寺内菩提院

39 1460 長禄4 3・20 立花 立花 東福寺、□廊立花翫短尺云々

40 1460 長禄4 10・13 花瓶 花瓶胡銅 大聖院斎尊子息食い初め祝い、金覆輪一ほか

O
ゆ
。う



生成期 における 「たて花」

し
量
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
正
徹
が
過
ご
し
た
東
福
寺
と

「花
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り

が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

③

東
福
寺
禅
僧
の

「花
」

　　
　

正
徹
と
同
時
期
を
東
福
寺

で
過
ご
し
た
太
極
蔵
主

(以
下
、
太
極
と
記
す
)

は
日
記

・
『碧
山
日
鐚
』
を
残
し
、
そ
の
長
禄
三
年

(
一
四
五
九
)
五
月
十

一

日
条
に
は
正
徹

の
死
を
記
し
て
い
る
。
同
日
録
か
ら
東
福
寺
禅
僧
が

「花
」
と

ど
の
よ
う

に
か
か
わ

っ
て
い
た
の
か
を
見

て
い
く
こ
と
に
し
た
い

(以
下
、
表

3
参
照
)。

同
日
録

の
花

(植
物
)
や

「花
」
(
い
け
ぽ
な
)
に
関
す
る
記
事
に
お
い
て

一

番
多

い
の
は
、
太
極
を
は
じ
め
と
す
る
禅
僧

た
ち
の
観
花
、

い
わ
ゆ
る
花
を
愛

で
る
記
事
で
あ
る
。
花

の
種
類
は
圧
倒
的

に
梅

で
あ
る
が
、
さ
つ
き
、
桐
花
、

薔
薇
、
藤
な
ど

の
こ
と
も
あ
る
。

次

に
多
い
の
が
植
栽
に
つ
い
て
の
記
事

で
あ
る
。
松
や
竹
を
植
え
た
り
、
蓮

を
池

に
浮
か
べ
た
り
、
菊
を
は
じ
め
と
す
る
草
花
を
植
え
替
え
た
り
、
極
や
根

を
大
切

に
し
、
菊
や
蓮
、
瓜
、
金
盞
花
、
薔
薇
を
栽
培

し
て
い
た
こ
と
も
窺

え
聽
・

花
を
挿
す
記
事
も
同
数
程
度
み
ら
れ
る
。
太
極
は
瓦
器

に
挿
し
た
梅
か
ら
春

の
訪
れ
を
感
じ
た
り
、
瓦
瓶

(素
焼
き
土
器
の
瓶
)
に
梅
枝
を
挿
し
、
夜

の
灯

火
に
映

る
そ
の
影
を
い
と
お
し
ん
だ
り
、
庭

の
紫
荊

(
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
か
P
)
を

手
折

っ
て
挿

し
た
り
、
村
の
僧
か
ら
贈
ら
れ
た
菊
花
を
瓶

に
挿

し
て
愛

で
た
り

し
て
い
る
。
器
は
、
客
な
ど
に
見
せ
る
と
き
は
金
や
銅

の
瓶

で
あ

っ
た
が
、
自

ら
が
楽
し
む
と
き
は
瓦
瓶
を
使
用
し
た
。

　お
　

東
福
寺

の
公
の
場

の
供
花
は
禅
僧
自
身
が
管
理
し
て
お
り
、
身
近
な

「花
」

を
観
賞
や
造
形

の
対
象
と
し
て
い
た
禅
僧

た
ち
に
よ

っ
て
供
花
が
挿

さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
供
花
も
そ
の
よ
う
な
対
象

に
な

っ
て
行

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

同
寺

の
稲
荷
山
懺
摩
之
会

の
供
花
な
ど

で
は
、
花
材
を
僧
侶

・
俗
人
が
奪
い
合

　お
　

っ
て
い
る
が
、
草
花

の
美
し
さ
の
ほ
か
種

の
入
手
な
ど
の
植
栽
的
な
関
心
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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　め
　

『蔭
凉
軒
日
録
』
文
正
元
年

(
一
四
六
六
)

二
月
十
日
条

に
は
、
足
利
義
政

の

東
福
寺
御
成
の
際
、
観
音
三
十
三
幅

の
前

に
唐
織
物
打
敷
を
掛
け
て
大
瓶
に
花

を
挿

し
、
客
殿
南
面
広
縁

に
は
大
瓶
或
は
飯
銅

(花
器
の
一
種
)
に
大
松
或

は

梅
花
が
挿
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

東
福
寺

の
供
花

は
将
軍
義
政
も
関

心
を
寄
せ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
御
成
は
畠

山
氏
ほ
か
諸
大
名
も
臨
席
す
る
も

　あ
　

の
で
あ

っ
た
。
ま
た

『経
覚
私
要
鈔
』

に
は
、
寛
正
三
年

(
一
四
六
二
)
四
月

十
五
日
条
に
経
覚
が
東
福
寺

へ
萩
の
花
見

に
出
向

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
な
ど

し
て
い
る

(表
4
参
照
)。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
東
福
寺
は
供
花
、
瓶
に
花
を
挿
す
こ
と
、
植
栽
、
観

花
い
ず
れ
に
関
し
て
も
盛

ん
な
場
所

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

他
方
、
『碧
山
日
録
』
に
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
禅
僧
同
士
花
見
に
行

っ
た

こ
と
、
太
極
や
禅
僧
た
ち
の
花
を
愛

で
育

て
る
と
い
っ
た
自
ら
の
趣
味
や
関
心

事
と
し
て
の
ほ
か
、
北
野
社
家
な
ど
、
禅
僧
以
外
の
人
々
の

「花
」
と
の
か
か

　り
　

わ
り
も
記
し
て
い
る
。
「
花
」
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
の
は
春
公
や
専
慶

(後

出

・
第
2
章
④
)、
太
極
だ
け

で
な
く
、
義

政

(将
軍
家
)、
武
家
、
禅
僧
、
社

家
、
村
の
僧
、
町
衆

(洛
中
好
事
者
)
と
い
う
よ
う

に
、
幅
広

い
層

に
お
い
て

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
禅
僧
た
ち
の

「花
」
と

の
か
か
わ
り
か
ら
は
、
「花
」
と

い
う
も

の
が

決
し
て
座
敷
飾
り
と
い
う

「花
」
が
置
か
れ
る
場

の
み
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
花
を
育
て
愛
で
楽
し
む
と
い
う

こ
と
の
延
長
線
上

に
、
花
を
瓶
に
挿

し
て
楽

し
み
た
い
と
い
う
思
い
が
加
わ
り
、
「花
」
の
形
を
成
し
て
い
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
正
徹
が

あ
る
世
界
に
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

2

専
順
と

「瓶
に
挿
す
花
」

「
瓶
に
挿
す
花
」
と
か
か
わ
り
の

説

①

専
順
の
存
在

京
都
六
角
堂
頂
法
寺
住
僧
の
連
歌
師

・
専
順
は
、
宗
祗
の
師
で
あ
り

『竹
林

　　
　

抄
』
に
お
い
て
連
歌
七
賢

の

一
人
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
連
歌

の
実
力
者
で
あ

っ

　の

　

た
。
『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明

八
年

(
一
四
七
六
)
四
月

二
日
条

に
お

い

て
も
、
「連
歌
名
人
」

の

「六
角
堂
柳
本
坊
専
順
法
眼
」
が
同
年
三
月
二
十
日

　　
　

に
没
し
た
と
記
し
て
い
る
。
『梅
庵
古
筆
伝
』
に
よ
れ
ぽ
同
年
で
六
十
六
歳

で

あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
応
永
十
八
年

(
一
四

二

)
の
生
ま
れ
と
な
る
。

専
順

の
連
歌
作
品
と
連
歌
師
と
し
て
の
動
向
が
国
文
学

に
お
い
て
研
究
対
象

と
な
る
な
か
で
、
専
順
の
伝
記
に
つ
い
て
石
村
雍
子
氏

(国
文
学
)
は

『華
道

　ハ
　

家
元

池
坊
由
来
記

全
』
か
ら
、
専
順
が

「文
明
四
年

に
花
傳
を
確
立
し
」
、

「連
歌

の
席

に
連
な
り
、
ま
た
義
政
等

の
為
に
華
道
を
講
じ
」
、
立
華
、
砂
の
物
、

生
花
を
案
出
分
類

し
、
「立
阿
弥
と
は
法
躰

の
立
華
家
、
即
ち
池
坊

の
事

で
あ

　　
　

る
」
等

の
内
容
を
引
用
し
て
い
る
。
同
様

に
福
井
久
蔵
氏

(国
文
学
)
も
専
順

に
つ
い
て
、
「
六
角
堂

の
池
坊
専
順

は
花

の
宗
匠
と
し
て
法
眼

に
叙
せ
ら
れ
、

斯
道

に
立
華

・
砂
物

・
生
華

の
三
様
を
立

て
た
異
才

で
あ

る
が
」
と
記
し

て

　
お
　

い
る
が
、
古
記
録
に
そ
の
よ
う
な
事
実

は
見
当
た
ら
ず
、
今
日
に
お
い
て

『華

道
家
元

池
坊
由
来
記

全
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
説
が
引
用
さ
れ
る
こ



生成期における 「たて花」

と
は
な
い
。

し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
歴
史
学

に
お
い
て
専
順
は
も
と
よ
り

立
阿
弥
や

「花
」
に
つ
い
て
研
究
が
な
さ
れ
、
立
阿
弥
と
池
坊
が
異
な
る
こ
と

　ぬ
　

や
、
立
花

・
砂
物

・
生
花
が
江
戸
期

の
花

型
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
歴
史
学

の
研
究
成
果
が

こ
こ
で
引
用
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

他
方
、
歴
史
学

の
研
究
に
お
い
て
も
、

国
文
学

の
研
究
成
果
が
生
か
さ
れ
て

い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
右

の
国
文
学
研
究
者

に
よ
る
専
順
に
つ
い
て
の
引
用

は
、
前
記
し
た
、
大
正
末
期

に
出
さ
れ
た
著
述

(『華
道
家
元

池
坊
由
来
記

全
』
)
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
記

さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
現
在

の
国

文
学
研
究

の
う
え
で
は
専
順
は
連
歌
師
と

し
て
の
み
の
存
在
認
識
で
あ
ろ
う
。

木
藤
才
蔵
氏

に
至

っ
て
は
、
「専
順
が
立
花

の
方
面
で
画
期
的
な
業
績
を
残
し

　あ
　

た
と
い
う
伝
え
に
は
疑
問
な
き
を
得
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
歴

史
学
の
研
究
は
、
依
然
と
し
て
専
順
が
連

歌
に
お
い
て

「瓶
に
挿
す
花
」
を
詠

　お
　

ん
で
い
る
か
ら

「花
」
に
か
か
わ

っ
て
い
た
と
考
え
、
『禅
鳳
雑
談
』

に
記
さ

れ
た

「池
ノ
坊

の
花

の
弟
子
」
を
は
じ
め
と
す
る

「池
坊
」
が
、
専
順
で
は
な

　　
　

い
か
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
以
下
、
連
歌
素
材
と
し
て
の

「瓶

に
挿
す
花
」

の
使
用
、
専
順
と

「花
」
・
「池
坊
」
と

の
関
係
、
当
該
期

の

「池
坊
」
・
六
角

堂
の
存
在

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

②

「瓶
に
挿
す
花
」

専
順
は
、
連
歌
師

で
あ
る
と
と
も
に

「花
」

に
携
わ

っ
て
い
た
か
ら

「
さ
す

花
や
か
め
の
う

へ
な
る
山
桜
」
と
詠
ん
だ

の
か
、
そ
れ
と
も
連
歌
師
と
し
て
連

歌
の
作
法
に
則
り
、
花

(桜
)
の
句

の

一
つ
の
バ

リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
詠

ん

だ
の
か
を
考
え
て
み
る

(表
2
参
照
)。

さ
す
花
や
か
め
の
う

へ
な
る
山
桜

専
順

　
　

　　
　

こ
の
句

は
、
宝
徳
四
年

(
一
四
五
二
)
春

に
詠
ま
れ
た

『宝
徳
千
句
』
・
第

五

・
唐
何

の
発
句
で
あ
る
。
こ
の

『宝
徳
千
句
』
は
各
発
句

に
花

(桜
)
を
詠

み
込
ん
で
い
る
。

折
り
て
さ
す
花
そ
久
し
き
玉
た
れ

の
か
め
の
う

へ
な
る
山
さ
く
ら
か
も

正
徹

こ
の
和
歌

(前
出

・
第
1
章
②
)
と
比

べ
る
と
、
「
さ
す
花
」
・
「
か
め
の
う

へ

な
る
山
さ
く
ら
」
の
部
分
は
全
く
同
じ

で
あ
る

(以
上
、
傍
線
は
筆
者
の
加
筆
)。

正
徹

の
和
歌
は
制
作
年
代
が
確
定
で
き
ず
、
ど
ち
ら
の
歌
が
先
に
詠
ま
れ
た
の

か
は
明
確

に
は
な
ら
な
い
が
、
和
歌
と
連
歌
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
違

い
が
あ
ろ

う
と
も
、
師
匠
格

で
あ
る
正
徹

の
和
歌
を
専
順
が
模
す
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
当

代
き

っ
て
の
歌
人
正
徹
が
専
順

の
句
を
模
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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一
概
に
は
言
え
な
い
と
い
う
見
方
も

一
方

に
は
あ
ろ
う
が
、
専
順
が
正
徹

の
和

歌
を
模
し
た
と
す
る
と
、
自
ら

の
花
を
挿
す
行
為
を
詠
ん
だ
も
の
と
は
言

い
切

れ
な
い
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
模

し
て
作
る
こ
と
自
体

は
作
法

の
一
つ
で

あ
り
差
し
支
え
な
い
し
、
出
来
ぽ
え
が
本
歌

を
超
え
る
こ
と
さ
・兄
あ
る
。

ま
た
専
順
の
発
句

に
、
伊
勢
国
司
家
臣

の
日
晟
が

「柳

の
し
づ
え
ね
そ
目
く

む
ら
ん
」
と
脇
句
を
付
け
て
い
る
。
発
句

を
脇
句
と
と
も
に
考
え

一
つ
の
世
界

を
詠
む
と
い
う
連
歌
の
手
法
か
ら
は
、
美

し
く
咲
き
誇
る
山
桜
と
芽
ぐ
む
柳
と

い
っ
た
春

の
風
景
が
詠
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
他
方
で
、
正
徹
の
和
歌

同
様

「
か
め
の
う

へ
な
る
山
さ
く
ら
」
を
蓬
莢
山

の
不
老
不
死

の
霊
験
あ
ら
た

か
な
桜
と
見
、
そ
の
桜
を
挿
頭
に
挿
せ
ば

老
い
が
遠

の
く
、
と
詠
ん
だ
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
正
徹

の
和
歌
が

「瓶

に
挿
す
花
」
を
詠
ん
で
い

る
な
ら
ぽ
、
専
順

の
こ
の
句
も

「瓶

に
挿
す
花
」
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
し
、
正
徹

の
和
歌

に
お
い
て
も
言

え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「髪

に
挿
す

花
」
と

「瓶
に
挿
す
花
」
の
両
方

の
意
味
合

い
を
持
た
せ
た
こ
と
も
考
、兄
ら
れ

よ
う
。

し
か
し
そ
れ
以
前

の
問
題
と
し
て
、
連

歌

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(表
2
参
照
)

　れ
　

の

「
瓶
に
挿
す
花
」
を
詠
ん
だ
連
歌
を
み

て
み
る
と
、
専
順
以
前

に
蜷
川
親
当

　ハ
　

が

「瓶
に
さ
す
花
さ
く
ら
戸

の
内
外
か
な
」
(『親
当
句
集
』
)
を
詠
ん
で
い
る
。

　れ
　

親
当
は
専
順
以
上
に
正
徹
と
親
交
が
あ

っ
た
人
物

で
あ

る
。
親
当
と
専
順

(と

も
に
連
歌
七
賢
)
に
お
い
て
も
親
交
が
あ
り
、
歌
材

の
影
響
を
及
ぼ

し
あ
う

こ

と
が
あ

っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
み
て
も
決
し
て
専
順
が
最
も
早

く

.「瓶
に
挿
す
花
」
と
い
う
素
材
を
連
歌
に
持
ち
込
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。

　　
　

ま
た
享
徳
元
年

(
一
四
五
二
)、
『初
瀬
千
句
』
・
第
六

・
何
袋

に
お
い
て
、

　あ
　

さ

宰
相

の

「瓶
に
指
す
梅

の

一
枝
散
を
見
て
」

に
、
春
鶴
丸
が

「春
は
心
の
花
そ

色
な
る
」
を
付
け
、
「瓶

に
挿
す
花
」
が
詠
ま
れ
た
が
、
専
順
も
連
衆
と
し
て

参
加

し
て
い
る
。
専
順
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
、
「瓶
に
挿
す
花
」

を
詠
む
わ
け
で
な
く
、
「瓶

に
挿
す
花
」
を
詠
む
こ
と
は
選
択
肢

の

一
つ
で
あ

っ
た
。

連
歌

の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
結
果

(表
2
参
照
)
か
ら
は
、

こ
れ
以
後

「瓶

に
挿
す
花
」
と
い
う
素
材
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
十

　あ
　

　　
　

五
世
紀
中
期

に
記
さ
れ
た

『看
聞
日
記
』
や

『山
科
家
礼
記
』

の
記
事
に
お
い

　
れ
　

て
、
「花
」
が
注
目
さ
れ
始

め
た
こ
と
と
も
合
致
し
、
連
歌
に
お

い
て

「瓶

に

挿
す
花
」
を
詠
む
こ
と
と

「花
」

の
流
行
と
は
相
関
関
係

に
あ
る
と

い
、兄
る
。

し
か
し
和
歌
に
詠
ま
れ
る
の
は
わ
ず

か
で
あ
る
。
「
た
て
花
」
と
い
う
行
為
が
、

決
し
て
和
歌

の
世
界
が
好
む
雅
な
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
よ
り
専
順
が
連
歌
師
と
し
て
連
歌

の
作
法

に
則
り
、
花

(桜
)

の
句

の

一
つ
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ソ
と
し
て

「瓶
に
挿
す
花
」
を
詠

ん
だ
こ
と
は

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
句
を
以

っ
て
専
順
が

「花
」

に
携
わ

っ
て
い
た
と
は
言

い
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　が
　

さ
ら
に
専
順

は
文
明
七
年

(
一
四
七
五
)
『専
順
独
吟
』

に
お
い
て
、
「
か
め

に
さ
す
は
な
の
う
め
か
え
は
る
ま
ち
て
」
と

「
瓶
に
挿
す
花
」
を
詠
ん
で
い
る
。
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し
か
し
す

で
に

「瓶
に
挿
す
花
」
は
連
歌
素
材
と
し
て
他

の
連
歌
師
も
詠
ん
で

お
り

(表
2
参
照
)、
こ
の
句
を
以

っ
て
し

て
も
専
順
と

「花
」
を
結
び

つ
け

る
こ
と
は
難
し
い
と
い
え
よ
う
。

③

「池

ノ
坊
の
花
の
弟
子
」

　れ
　

　　
　

『禅
鳳
雑
談
』

に
記
さ
れ
た

「池
ノ
坊

の
花

の
弟
子
」
が
専
順
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
と
し
て

「連
歌
と
花
と
は
、
花

の
下
の
連
歌

と
い
う
よ
う
に
密
接
な
関
係
が
あ

っ
た
か
ら
、

た
て
花
師
が
連
歌
師

で
あ

っ
て

　
れ
　

不
思
議
で
は
な
い
」
と
述

べ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
少
な
く
と

も
史
実
に
基
づ
い
た
も
の
と
は
い
え
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
専

順
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
六
角
堂

「柳
本
坊
」
法
眼
と
し
て
記
録
に
残

っ
て
い

る
の
で
あ
り
、
「池
坊
」
と
し
て
は
出
て
こ
な
い
。

以
下
、
『禅
鳳
雑
談
』

に
お
け
る

「池

ノ
坊

の
花

の
弟

子
」
が
記
さ
れ
た

一

節
を
見
て
み
る
。

珠
光
の
物
語
と
て
、
月
は
雲
間
の
な
き
は
嫌
に
て
候
。
こ
れ
面
白
く
候
。

池

ノ
坊
の
花

の
弟
子
、
花

の
し
ほ
つ
け
の
事
、
細
々
物
語
り
候
。
是
も
、

得
し
て
面
白
が
ら
せ
候
は
ん
事
、
さ

の
み
面
白
か
ら
ず
候
。

『禅

鳳
雑
談
』

(傍
線
は
筆
者
の
加
筆
)

右

の
記
事

か
ら

は
、
「池
坊
」
と

「花
」
と

の
関

わ
り
が
見
出

せ
、

こ
の

「池

ノ
坊
の
花

の
弟
子
」
と
い
う
人
物
が
、
「花
」

に
対
し
て

一
家
言
あ
る
人
物

と
は
い
え
る
。

し
か
し

「池

ノ
坊

の
花
」
と

い
う
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
「花
」
に
関
す
る

記
事
が
多
く
見
ら
れ
る

『山
科
家
礼
記
』

に
お
い
て
池
坊
の

「花
」
の
初
見
は
、

文
明
十
三
年

(
一
四
八

一
)
二
月
二
十
二
日
条

「池
坊
は
な

一
見
候
」
で
あ
り
、

　
お
　

池
坊

の

「弟

子
」
と

い
う

こ
と

に
注
目
す

る
と
、
『実
隆

公
記
』
に
お

い
て

「池

ノ
坊

の
弟
子
」

の
初
見
は
、
長
享

二
年

(
一
四
八
八
)
十
月
四
日
条

「小

御
所
華
可
拝
見
之
由
被
仰
之
、
池
房
弟
子
立
之
云
々
」

で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し

て
も
専
順
が
没
し
た
後

に

「池

ノ
坊
の
花
」
や

「池
ノ
坊

の
弟
子
」

の
初
見
記

　お
　

事
は
見
出
さ
れ
る
。

他
方
、
同
雑
談

に
お
い
て
連
歌
に

つ
い
て
は
、
「専
順

の
連
歌

の
褻
」
と
い

う
よ
う

に
専
順

の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
『禅
鳳
雑
談
』
に
記
さ
れ

た

「池

ノ
坊

の
花

の
弟
子
」
が
、
そ

の
ま
ま
専
順
で
あ

る
と
考
え
る
こ
れ
ま
で
の

認
識
に
は
問
題
も
多

い
。

そ
れ
で
は

「池
坊
」
や

「六
角
堂
」
は
、
専
順
が
生
き
た
時
代

に
記
さ
れ
た

古
記
録
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
場
所
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
見
て
い
き
た
い
。

④

池
坊

・
六
角
堂

の
存
在

『蔭
凉
軒
日
録
』
寛
正
四
年

(
一
四
六
三
)
八
月
二
十
六
日
条

に
は

「池
坊
」
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が
見
出
さ
れ
る
。
以
下
見
て
い
く
と
、

(前
略
)
暁
来
雨
降
矣
。
六
角
堂
号
頂
法
寺
也
。
修
行
圃

鬮
法
華
経

一
部
。

被
献
于
道
場
也
。
即
遣
之
。

(枠
は
筆
者
の
加
筆
)

右

の
記
事
か
ら
は
、
六
角
堂
が
頂
法
寺

と
呼
ぼ
れ
、
そ
こ
に
執
行

(修
行
)

職

に
あ
る
池
坊
と
い
う
僧
侶
が

い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

さ
ら
に

『碧
山
日
録
』
か
ら
は
二
ヶ
所

「池
坊

(池
房
)
」
が
見
出
さ
れ
る
。

最
初

に
、
寛
正
三
年

(
一
四
六
二
)
七
月
二
十
四
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

　あ
　

午
而
勝
秀
公
来
、
先
成
茶
酌
也
、
公
之
客
相
従
者
藤
堂
某

・
下
河
原
某

.

一
村
某

・
懸
筧
某

・
済
藤
某

・
長
江
某
等
也
、
春
矩
、
後
将
圏

鬨
園
而
来
、

咸
携
珍
果

・
美
饐
及
柳
家
之
物
、
又
田
楽
徒

(以
下
省
略
)

(枠
は
筆
者
の
加
筆
)

右

の
記
事

に
つ
い
て
細
川
護
貞
氏

は
、

「春
公
、
後
将
池
房
某
而
来
」
を

お
く

ひ
き
い

「春
公
、
後
れ
て
池
房
某
を
将
て
来
る
」
と
読
み
、
「池
房
某
」
を
専
慶
と
し
て

い
麺
・

し
か
し
こ
の
記
事
を
挟
ん
で
同
年
二
月
二
十
五
日
条

・
十
月
二
日
条
に
お
い

て

(本
節

・
専
慶

の
史
料
②

・
㈹
)、
太
極

は

「専
慶
」

の
こ
と
を

「専
慶
」
と

記
し
て
い
る
。
当
時

の
日
記
に
お
い
て
、

一
人

の
人
物
を
筆
者
が
複
数

の
呼
び

方

で
記
す
こ
と
は
見
う
け
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
「専
慶
」
を
こ
と
さ
ら

「池
房
某
」
と
記
す
で
あ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
こ
の

「池
房
某
」
は
専
慶

で
あ

る
と
言

い
切
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

次

に
、
長
禄
三
年

(
一
四
五
九
)
十
月

二
十
五
日
条

に

「赴
性
海
之
斎
、
与

春
公
問

圏

鬨
園
囚

、」
と
あ
る
が
、
「修
行
池
坊
」
や

「池
房
某
」

の
記
事
と

同
様

に
、
こ
の

「池
房
主
人
」
の
記
事

か
ら
も
、
「花
」
と
の
明
確
な
繋
が

り

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。

そ
れ
で
は
専
慶
と
は
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
人
物
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　お
　

　お
　

専
慶

は
今
日
、
花
道
家
元

・
池
坊

の
元
祖

・
池
坊
専
慶
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
専
慶
が
生
き
た
時
代
の
専
慶

に
関
わ
る
史
料
は
同
日
録

に
お
い
て
の

み
と
思
わ
れ
、
次

の
よ
う
に
見
出
さ
れ
る
。

ω
寛
正
二
年

(
一
四
六

一
)
四
月
十
六
日
条

甲
戌

与
鬮

團
國
、

相
会
於
春
公
之
宅
、
圜
圜

圏
、
仍
問
聖
徳
太
子
之
事
迹
、
共
論

其
伝
之
詳
略
、

②
寛
正
三
年

(
一
四
六
二
)
二
月
二
十
五
日
条

庚
寅

宿
雨
不
晴
、
春

公
招
團
圜
、
挿
花
草
於
金
瓶
者
数
十
枝
、
洛
中
好
事
者
来
競
観
之
、

(以
下
省
略
)

㈹
同
年
十
月
二
日
条

春
公
為
王
大
父
霄
岸
、
設
施
食
会
、
与
諸
僧
相
会
、
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團
圜
来
、
折
菊
挿
於
瓶
、
皆
嘆
其
妙
也
、
(以
下
省
略
)

(枠
は
筆
者
の
加
筆
)

　　
　

右

の
記
事
か
ら
は
、
ω
か
ら
専
慶
が
長

(頂
)
法
寺

の
寺
務
を
長
ら
く
司

っ

て
き

た
者

で
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。
し

か
し
②
㈹

か
ら
専
慶
が

か
な
り

の

「花
」

の
上
手
で
あ

っ
た
こ
と
や
春
公
と
専
慶

の
間

に
交
際
が
あ

っ
た
こ
と
は

わ
か
る
が
、
専
慶
と

「池
坊
」
と
の
関
係

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

先

の

『蔭
凉
軒
日
録
』

の
記
事
を
池
坊
が
頂
法
寺

の
執
行
で
あ
る
と
読
み
、

史
料
ω

に
お
い
て
専
慶
を
頂
法
寺

の
執
行

と
読

ん
だ
と
し
た
な
ら
ば
、
池
坊
と

専
慶
と
は
同

一
人
物
と
い
う
こ
と
も
で
き

な
く
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
確
証
を

欠
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

専
慶

を
花
道
家
元

・
池
坊

の
元
祖

と
す

る
根
拠

は
、
慶
長

四
年

(
一
五
九

　ぬ
　

　お
　

九
)
東
福
寺

の
月
渓
聖
澄
が

『百
瓶
華
序
』
に
、
「由
是
有
m団
鬮

。
当
其

乾
之
方
有
深
居
。
團

。
累
代
以
立
華
於
瓶
裡
為
家
業
。
其
F四
鬮
圓
團
國
。

専
慶
至
于
今
之
池
坊
専
好
法
E
。
團
国

H
園
。
法
印
以
華
馳
名
。
」
(枠
は
筆

者

の
加
筆
)
と
記

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
専
慶
か
ら

(初
代
)
専
廼
ま
で
の
間
を
お
よ
そ
百
三
十
年
と
し
て
、
そ
の
間
が
十

三
代
と

い
う
こ
と
は
、

一
方

で
、
史
料
ω

で
は
専
慶
が
寺
務
を
長
ら
く
や

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
対
し
、

一
概
に
は
言
え
な
い
が
各
代

の
間
隔
が
非
常
に
短

い
と

い

え
な

い
だ
ろ
う
か
。
確
実
な
考
証
が
今
後

の
課
題
と
な
る
が
、
も
う
少
し
時
代

が
溯
る
人
物
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
『百
瓶
華
序
』
の
専
慶
が

『碧

山
日
録
』

の
専
慶
と
同

一
人
物
と
い
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
は
残
る
。

ま
た
、

こ
の
記
事
は
ま
さ

に
池
坊

(初
代
)
専
好
が
活
躍
し
て
い
る
時
期

の
、

「花
」
を
家
業
と
す
る

「池
坊
」
の
存
在
と

い
う
も

の
が
定
ま

っ
た
後

の
史
料

で
あ
る
。
寛
正
年
間

の
六
角
堂
頂
法
寺
な
ら
び
に

「池
坊
」

の
様
子
を
そ
の
ま

ま
言
い
表
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
。

『碧
山
日
録
』

に
お
い
て
六
角
堂

の
記
事
が
見
出
さ
れ
る

の
は
、
寛
正

二
年

(
一
四
六

一
)
二
月
二
日
条

「
願
阿
、
於
六
角
長
法
寺
南
路
、
為
流
民
造
蓑
舎

十
数
間

(以
下
省
略
)」
と
同
年
同
月
十

三
日
条

「六
角
坊
之
茨
舎
、
是
日
、

　　
　

流
民
死
九
十
七
人
也
」
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
は
、
六
角
堂
が
飢
饉

の
場
合
に
お
け
る
救
済

の
場
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
飢
饉
の
世
評
と

「花
」

の
流
行
の
世
評
と
を
同

列
に
論
ず
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
「花
」

に
関
す
る
記
事
の
多

い

『碧
山
日
録
』

の
こ
と
で
も
あ
る
、
も
し
も
六
角
堂
頂
法
寺
で
同
時
代
に
盛
大
に

「花
」
が

お

こ
な
わ
れ
て
い
た
な
ら
、
そ
の
記
事
が
同
書
中

に
見
ら
れ
て
も
よ
い
と
考
え
る

が
、
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
六
角
堂
頂
法
寺

の

「花
」
自
体
、
世
評
に
な
る

ほ
ど
の
も

の
で
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
時
期

の
古
記
録
で
あ
る

『蔭
凉
軒
日
録
』
や

『経
覚
私
要
鈔
』
に
お
い
て

も
、
六
角
堂
は
革
堂
、
清
和
院
、
吉
田
寺
、
長
楽
寺
、
清
水
、
六
波
羅
と
と
も

　お
　

に
七
観
音
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
名
高

い
霊
場
で
あ
り
、
七
観
音
参
詣
が
な
さ

　
お
　

れ
る
場

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
し
ぼ
し
ぼ
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
に
お

い
て
当
該
期

の
史
料

か
ら
は
、
寛
正
年
間
、
六
角
堂
頂
法
寺

に
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「池
坊
」
と
い
う
執
行
が
存
在
し
、
六
角
堂

頂
法
寺

に
専
慶
と

い
う

「花
」

の

上
手
な
寺
務
を
司
る
僧
侶
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
よ
う
。
し
か
し
そ

れ
は
こ
れ
限
り
で
終
る
べ
き
話
題

で
あ

っ
て
、
専
順
が
生
き
た
時
代
に

「花
」

を
家
業
と
し
た

「池
坊
」
が
存
在
し
た
と
、

早
々
と
納
得
し
て
も
ら

っ
て
は
困

る
の
で
あ
る
。

⑤

『
経
覚
私
要
鈔
』
と
専
順

『経
覚
私
要
鈔
』
か
ら
は
専
順
の
記
事
が
見
出
せ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
連
歌
会

の
中

に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
常
に

「京
都
六
角
堂
法
師
」
と
い
う
肩
書
き
で
、

　げ
　

宝
徳
二
年

(
一
四
五
〇
)
か
ら
宝
徳

四
年
ま

で
の
間
に
、
古
市
胤
仙
の
連
歌
会

　　
　

　お
　

に
二
回
、
経
覚

の
連
歌
会

に
二
回
参
加
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
経
覚

の

連
歌
会
で
は
、
専
順

に
綿

一
屯

・
太
刀

一
腰
、
あ
る
い
は
用
途
百
疋
が
贈
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
専
順
は
経
覚

に
乞
わ

れ
て
連
歌
会
に
出
向

い
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
以
後

に
見
ら
れ
る
専
順
の
記
事
は
、
京
都

で
の
幕
府
連
歌
会

の

出
席
者
を
経
覚
が
伝
え
聞
い
て
日
記
に
記

し
た
も
の
で
あ
る
。

　れ
　

『仙
伝
抄
』
(後
出

・
第
4
章
①
)
に
連
歌
の
花
に
つ
い
て
の

一
条
が
見
出
さ
れ

る
よ
う
に
、
連
歌
会
が
頻
繁

に
記
さ
れ
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に

「花
」
に
関

す
る
な
ん
ら
か
の
記
事
が
あ
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
が
、
『経
覚
私
要
鈔
』

の

連
歌
に
関
す
る
記
事

は
主

に
発
句
や
連
衆

(参
加
者
)
に
つ
い
て
で
あ
り
、

一

度
た
り
と
も
連
歌
の

「花
」

に
関
す
る
記
事
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。

し
か
し

『経
覚
私
要
鈔
』
で
は
、
「花
」

に
関
し
て
は
仏
前
供
花
、
花
材

の

贈
答
、
花
瓶
の
贈
答
な
ど
の
記
事
が
あ
り
、
経
覚
本
人
が

「花
」
を
好
む
と
好

ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
そ

の
生
活
の
中
に

「花
」
が
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、

九
条
家
出
身
の
僧
侶

の
生
活
が

「
花
」
と
全
く
無
縁
で
は
な
い
こ
と
を
感
じ
さ

せ
る

(表
4
参
照
)。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
『経
覚
私
要
鈔
』

に
お
い
て
専
順
は
六
角
堂
法
師

・
連

歌
師

と
し
て
の
み
存
在
し
、
「花
」
や

「池
坊
」
と
の
か
か
わ
り
は
見
出

せ
な

い
。⑥

池
坊
の
系
図
と
専
順

そ
れ
で
は
い
つ
、
何

の
た
め
に
専
順
は
池
坊

の
系
図
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う

か
。
慶
長
四
年

(
一
五
九
九
)、
東
福
寺

の
月
渓
聖
澄

は

『百
瓶
華
序
』

(前
出

・
本
章
④
)
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

(前
略
)
夫
以
洛
陽
繁
華
之
地
。
有
所
名
六
角
。真
市
中
隠
也
。由
是
有
寺
号

頂
法
。
当
其
乾
之
方
有
深
居
。
名
日
鬮
鬮
。
累
代
以
立
華
於
瓶
裡
為
家

。

其
元
祖
日
専
慶
。
自
専
慶
至
于
今
之
池
坊
専
好
法
印
。
鬨
国

園
。
法
印

以
華
馳
名
。

(以
下
省
略
)

(枠
は
筆
者
の
加
筆
)

こ
こ
に
は

「池
坊
」
が

「華
を
立
て
る
家
業
」
で
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

記
さ
れ
て
い
る
が
、
専
順

に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
専
順
が
池
坊
系
図

に
登

場
す
る
の
は
、
十
八
世
紀
初

・
中
期

の

「花
」

の
諸
流
派
勃
興
期
に
、
「池
坊
」

358



生成期における 「たて花」

が
自
流

の
歴
史
的
権
威
付
け

の
た
め
元
文

四
年

(
一
七
三
九
)
に
作
成
し
、
延

　れ
　

享
三
年

(
一
七
四
六
)
林
大
学
頭
信
充
か
ら
認
証
を
受
け
た
と
さ
れ
る
系
図
で

　れ
　

あ

ろ
う

。

　お
　

「池
坊
立
花
正
統
系
図
」

口
図
圓
團

↓

一
三
専
慮
↓

一
四
専
盛
↓

一
五
専
言
↓

一
六
専
草
↓

一
七

専
来
↓

一
八
専
尊
↓

一
九
専
曙
↓
二
〇
専
光
↓
二

一
専
倫
↓
二
二
専
諱
↓

二
三
専
諷
↓
二
四
専
琳
↓
二
五
専
意
↓
[
国
鬮

圓
↓
二
七
専
鎮
↓
二
八
専

応
↓
二
九
専
存
↓
三
〇
専
栄
↓
三

一
専
好

(初
代
)
↓
三
二
専
朝
↓
三
三

専
存
↓
三
四
専
養
↓
三
五
専
好

(
二
代
)
↓
三
六
専
純

　　
　

(番
号

・
枠

・
専
好

の
初

代

・
二
代

は
筆
者

の
加

筆
)

*

「敏
達

天
皇
後
胤
、
妹
子
大

臣
十

二
代

之
孫
」
と
明
記

さ
れ

て

い
る
。
「妹

子
」

と
は
小
野
妹

子
。

三
六
代

(世
)
専
純
以
後
、
こ
の
系
図

は
継
承
者
が
付
け
加
え
ら
れ
て
今
日

に
至

っ
て
い
る
。
同
時
期
を
生
き
た
は
ず

の
専
慶
と
専
順
が
、

一
二
代
と
二
六

代
と
い
う
よ
う
に
か
け
離
れ
て
位
置
し
て
お
り
、
不
可
思
議
な
系
図
に
思
え
る
。

ま
た

『百
瓶
華
序
』

に
お
い
て

「累
十
三
葉
」
と
記
さ
れ

た
専
慶

か
ら
専
好

(初
代
)
の
間
は
、

こ
の
系
図

で
は
十
八
人
が
存
在
し
、

一
致
し
な
い
。

何

に
せ
よ
こ
こ
で
専
順
が
池
坊
の
系
図

に
入
れ
ら
れ
た
理
由
を
考
え
る
な
ら
、

六
角
堂
法
師
の
身
分
を
持

つ
連
歌
師
と
し
て
名
を
残
し
て
い
る
こ
と
と
、
名
前

の

「専
」
の
字
が
共
通
し
て
い
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。
専
順
と
い
う
六
角
堂
法
師

で
あ
り
か

つ
著
名
な
連
歌
師
と
い
う
存
在
を
系
図
に
持
ち
込
む
こ
と
は
、
同
じ

く
頂
法
寺
内
に
あ

っ
た

「池
坊
」

の
存
在

の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
必
要

で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し

「専
」

の
付
く
名
前
を
持

つ
僧
侶
で
あ
る
な
ら
ば
、
『蔭
凉
軒
日
録
』

　お
　

の
禅
僧

か
ら
は
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
も
の
の
、
『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に

お
い
て
は
連
歌
師

・
専
順
を
含
め
五
十
五
名
も
の

「専
」
が
付
く
僧
侶

の
名
前

が
見
出
さ
れ
、
専
順
と
い
う
名
前

の
僧
侶
に
つ
い
て
は
連
歌
師

・
専
順

の
他

に

ハお
　

も
二
名

の
専
順
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「専
」
の
付
く
名
前

で
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
池
坊

の
僧
侶
と

い
う
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。

ま
た
現
存
す
る
専
順

の
花
伝
書

に
つ
い
て
は
、
西
村
勉
氏
が

「巻
末
が
早
く

　
り
　

逸
失
し
た
も

の
か
年
記
や
相
伝
者
を
示
す
奥
書
は
な
い
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
花
伝
書

の
制
作
年
は
特
定

で
き
ず
、
従

っ
て
専
順

の
生
き
た
時

代

の
史
料
で
あ
る
と
は
言

い
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

3

「
挿
す
花
」
と

「立

て
る
花
」

連
歌

・
和
歌

に
お
い
て
は

「挿
す
花
」
と
詠
ま
れ
る
も
の
が
、

一
方
で
は
何

故

「た
て
花
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
時
期

の
古
記
録
を
読
む
と
、

　　
　

公
家

の
日
記
で
あ

る

『看
聞
日
記
』
・
『山
科
家
礼
記
』
・
『言
国
卿
記
』
に
お
い

て
は

「花
」
は

「立

て

る
」
と
記

さ

れ
、
禅
僧

の
日
記

で
あ

る

『碧

山

日
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録
』
・
『蔭
凉
軒
日
録
』
に
お
い
て
は

「挿

す
」
と
記
さ
れ
る
と
い
う
、
明
確
な

　　
　

相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「挿
す
」
・
「立

て
る
」

の
使
用

に

つ
い

て
は
、
『経
覚
私
要
鈔
』
長
禄

四
年

(
一
四
六
〇
)
三
月

二
十
日
条

に
、
東
福
寺

で

「花
」
が

「立

て
ら
れ
た
」
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
家

(九
条
家
)
出
身

の
僧
侶

・
経
覚

は

「花
」
を

「立
て
る
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

(表
4
参
照
)。
そ
れ
と

と
も
に
、
『碧
山
日
録
』

に
お
い
て
瓶
花
も
供
花
も
全
て

「挿
す
」
と
記
さ
れ

た
東
福
寺

の

「花
」
を
、
経
覚
が

「立

て
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
「挿
す
」
と

「
立
て
る
」
と
い
う
言
葉

の
使
用
が
、
禅
僧
社
会

・
公
家
社

会
そ
れ
ぞ
れ
の

「花
」
に
対
す
る
慣
習
的
な
使
用
で
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
ほ
か
に

「供
花
は
立
て
る
」
、
「
瓶
花
は
挿
す
」
と
い
う
区
別
が
あ

る

の
で
は
な

い
か
と
も
考
え

て
み
た
が
、
「花
」
を

「挿
す
」
と
記
し

て
い
る

『碧
山
日
録
』

の
長
禄
三
年

(
一
四
五
九
)

二
月
五
日
条

で
は
、
東
福
寺
稲
荷

山
懺
摩
之
会

の
供
花
を

「挿
す
」
と
記
し
、
ま
た
花
材
を
器

(瓶
)

へ
入
れ
る

こ
と
全
て
を
も

「挿
す
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
そ

の
よ
う
な

区
別
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
『蔭
凉
軒
日
録
』

に
お
い
て
、

禅
僧

に
よ
る
場
合
は

「花
」
を

「挿

す
」
と
記
し
な
が
ら
、
立
阿
弥
や
台
阿
弥
、
仲
清
の

「花
」
を

「立
て
る
」
と

　　
　

記
し
て
い
る
こ
と

は
、
将
軍
家

の
座
敷
飾

り
に
お
け
る

「花
」
が

「立

て
る

花
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。
そ
れ
と
と
も

に

「花
」

が
座
敷

の
装
飾
に
使
わ
れ
た
こ
と
を
記
す

『看
聞
日
記
』
(後
出

・
第
4
章
)
や
、

禁
裏

の
連
歌
会

の

「花
」
に
つ
い
て
記
し
た

『山
科
家
礼
記
』
・
『言
国
卿
記
』

に
お
い
て

「立
て
る
」
と
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
座
敷

の
装
飾
に
使
用
さ
れ

る

「花
」
が

「立

て
る
」
も

の
と
い
う
認
識
を
人
々
に
植
え

つ
け
て
い
た
で
あ

　　
　

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

「
た
て
花
」
と
呼
ぼ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
連
歌

・
和
歌
に
お
い
て

「挿
す
花
」
と
の
み
詠
ま
れ
た

の
は
、
花

(植
物
)
を
器

(瓶
)

へ
入
れ
る
こ
と
を

「挿
す
」
と
詠
む
こ
と
が
、

連
歌

・
和
歌

の
手
法
と
し
て
守
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
禅
僧
社
会

に

お
い
て

「花
」
を

「挿
す
」
と
記
し
た
の
は
、
禅
僧
社
会
の
慣
習
か
ら
と
い
え

よ
う
。

そ
れ

で
は

「花
」
・
座
敷
飾
り

・
連
歌
会
は
ど
の
よ
う
な
関
係

に
あ

っ
た
の

　お
　

で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
『看
聞
日
記
』
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。

4

連
歌
会

に
お
け

る

「花
」

①

連
歌
会
と

「
た
て
花
」

十
五
世
紀
初
～
中
期

に
記
さ
れ
た

『看
聞
日
記
』
を
読
む
と
、
筆
者

・
伏
見

　お
　

宮
貞
成

の
多
彩
な
文
化
受
容
が
記
さ
れ
る
な
か
で
、
連
歌

に
つ
い
て
の
記
事
が

　ゆ
　

多
く
見
出
さ
れ
る
。

連
歌
会

は
、
家
と
し
て
行
わ
れ
る

「月
次
連
歌
会
」
と
う
ち
う
ち
に
行
わ
れ

る

「臨
時
連
歌
会
」

の
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
、
「月
次
連
歌
会
」
は
連
衆

・
　　
　

例
会

の
日

・
一
献

(小
酒
宴
)
に
つ
い
て
な
ど
の
取
り
決

め
が
あ
り
行
う
も

の
、
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生成期 におけ る 「た て花」

「臨
時
連
歌
会
」
は
庚
申
待

・
月
見

・
花

見

・
雪
見

の
折
、
そ
の
ほ
か
余
興
と

　　
　

し
て
や
余
暇

の
充
足
と
し
て
特

に
取
り
決

め
な
し
に
行
う
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
う
ち

「月
次
連
歌
会
」

の
場
合
に
、
「天
神
名
号
」
が
掛
け
ら
れ
た
こ

と
や
座
敷
の
飾
り

つ
け
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
座
敷

の
飾
り

つ

　れ
　

け
は
主

に

「月
次
連
歌
会
」

の
場
合
に
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
。

他
方
、
同
日
記

の
七
月
七
日
条
七
夕

の
記
事

に
は
毎
年

「花
座
敷
」
と
呼
ば

れ
る
伏
見
宮
家

の
七
夕
の
座
敷

の
飾
り

つ
け
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は

「花
」
が
供
花
的
役
割
か
ら
観
賞
の
対
象

へ
と
変
化
す
る
様
子
が
わ
か
る
。

ま
た
室
町
時
代

の
花
伝
書

『仙
伝
抄
』

に
は

「連
歌

の
花
」
に
つ
い
て
の

一

条
が
あ
る
。
そ
れ
を
見

て
み
る
と
、

は
つ

　ほ
　

　
て
い
　

　　
　

一

連
歌
の
花

は
、
発

句
を
聞
た
ら
ば
其
躰
に
た
が
は
ざ

る
て
い
に
立

　　
　

べ
し
。
若
き
か
ず
は
松
を
し
ん
に
立

、
下
草
に
当
季

の
も

の
を
用
ゆ
。
す

　　
　
　

が

た

い
き

よ

く

な

る

よ

ろ

し

か

ら
ず

。

　
　
　

(日
本
華
道
社

『仙
伝
抄
』
上
)

一

連

歌
会

の
花

は
、
発

句

を
聞

い

て
い
る
と

き

は
そ

の
内
容

に
外

れ

な

い
姿

に
立

て
る

の
が

よ

い
。

も

し
発
句

を
聞

い
て

い
な

い
な
ら

ば
松

を

し
ん

に
立

て
、

下
草

に
そ

の
季
節

の
も

の
を

用

い
る
。

そ

の
姿

が

ま

が

り

く
ね

っ
た
も

の

に
な

る

の
は

よ
く
な

い
。

(私
訳

)

こ
れ
は

『看
聞
日
記
』

に
は
使
わ
れ
て
い
な

い

「
し
ん
」
・
「
下
草
」
と
い
う
、

「
た
て
花
」

の
構
成
を
示
す
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
日
記

よ
り

後

の
十
五
世
紀
後
期
以
降

の
記
事
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
連
歌
会

に
は

「
た
て

花
」
が
立
て
ら
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
発
句
は
事
前

に
決
め
ら

　　
　

れ
た
頭
人

(世
話
役
)
が
出
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
事
前

に
詠

む
者
が
決
ま

っ
て
お
り
、
従

っ
て
連
歌
会
が
始
ま
る
前

に
発
句
が
作
ら
れ
て
い

る
場
合
も
あ
り
、
発
句
を
聞

い
て

「花
」
を
立
て
る
こ
と
も
で
き
た
と
い
え
よ

う
。以

下
、
『看
聞
日
記
』
か
ら
、
連
歌
会

の

「天
神
名
号
」
に
対
す
る

「供
花
」

が
、
観
賞

の
対
象
で
あ
る
連
歌
会

の

「
た
て
花
」

へ
と
ど

の
よ
う
に
移

っ
て
い

っ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

②

月
次
連
歌
会
と

「
供
花
」

伏
見
宮
家

に
お
い
て
月
次
連
歌
会
が
始

め
ら
れ
た
の
は
、
応
永
二
十
五
年

(
一
四

一
八
)
の
こ
と
で
あ

る
。
以
下
、
月
次
連
歌
会

の
座
敷
飾
り

の
様
子
が

詳
し
く
記
さ
れ
た
応
永
二
十
六
年

(
一
四

一
九
)
六
月
十
五
日
条
を
見

て
み
る
。

十
五
日
。
(中
略
)
有
月
次
連
歌
。
頭
人
隆
富
也
。
会
席
聊
刷
之
。
西
面

四
間
与
常
御
所
相
合
障
子
撤
之
為
八
間
。
屏
風
二
双
立
廻
。
閃
鬮

圖

覊
懸
.
鸚

藷

絵
二
幅

梅
.
懸
之
.
其
前
立
机

脚

.
鬮

香
炉
等

置
之
。
左
脇
南
。
絵
二
幅
雛

懸
之
。
其
前
立
卓
置
花
瓶
。
(後
略
)
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(枠
は
筆
者
の
加
筆
)

こ
の
記
事
か
ら
月
次
連
歌
会

の
飾
り

つ
け
が
、
「天
神
名
号
」
を
掛
け
、
そ

の
前

に
立
て
ら
れ
た

(置
か
れ
た
)
机

に
香
炉
や
花
瓶
な
ど
を
置
く
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
場
合

の

「瓶
花

」
は

「供
花
」
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

③

花
座
敷

座
敷
飾
り
と
は
、
立
て
回
ら
せ
た
屏
風

に
唐
絵
を
掛
け
、
そ
の
前

に
立
て
た

机
や
棚
に
唐
物
を
飾
る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
伏
見
宮
家

で
は
毎
年

七
月
七
日
の
七
夕
に
、
花
瓶
を
多
数
な
ら

べ
置
き
飾

っ
て
七
夕
法
楽
の
行
事
を

　　
　

行

っ
て
い
る
。
『看
聞
日
記
』

で
は
こ
の
よ
う
な
座
敷
を

「花
座
敷
」
と
記
し

た
。
以
下
、
「花
座
敷
」
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
た
応
永
二
十
五
年

(
一
四

一
八
)
七
月
七
日
条
を
見
て
み
よ
う
。

吉

。
(中
略
)
抑
七
夕
法
楽
草
花
召
集
。
先
会
所
礑

聊
飾
之
。
屏
墨

双
立
廻
。
唐
絵
五
幅
懸
之
。
其
前
棚

一
脚
立
之
。
鰓
踵
伽
硴
禰

色
左
右
脇

卓
机
等
立
並
。
花
瓶
敷
瓶
盆
等
置
之
。
北
間
本
尊
達
摩
。
懸
之
。
其
前
卓

一
。
氈

一
枚
敷
之
。
飾
大
概
如
此
。
花
所
進
人
々
。

御
自
分

病

。
茶
碗
。
三
位

癘

。
驍

縅

重
有
朝
臣
病

。
嘲

長

覇

臣

癘

。
胡
銅
。
即
成
院
二
瓶
。
餬
零

退
蔵
塵

瓶
。
輔
耀

光

台
寺

病

.
糊

玄
忠
病

。
嘲

光
意
癘

。
嘲

行
光

病

.
嘲

禅
贅

瓶
。
鷦

香
有
善

一
瓶
。
顰

宝
泉
二
瓶
。
餬
囎

此
外
大
光
明

寺
。
蔵
光
庵
。
法
安
寺
。
下
野
良
有
。
花
許
進
之
。
以
上
十
五
瓶
有
之
。

(後
略
)

「花
座
敷
」
と
月
次
連
歌
会

の
飾
り

つ
け
の
大
き
な
違

い
は
、
「花
座
敷
」
に

は

「
天
神
名
号
」
が
掛
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
花
瓶

の
数
が
多
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
座
敷

の
飾
り

つ
け
は

「
七
夕
法
楽
」

の
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

「花
」
は
二
星
に
供
え
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
時
期
は
ま
だ
月
次
連
歌
会
は

「花
座
敷
」
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
応
永

二
十
六
年

(
一
四

一
九
)
七
夕

の
翌
日

の
七
月
八
日
に
は
、
「花
座

敷
」
を
使
用
し
て

「花
賞
玩

の
た
め
」
の
臨
時
連
歌
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「花
座
敷
」

の

「花
」
を
見
て
楽

し
み
な
が
ら
連
歌
を
巻
く
と
い
う
趣
向

の
連

歌
会
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

「花
」
が
供
花
的
要
素
を
含

み
な
が
ら
も
観

賞

の
対
象
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た

『看
聞
日
記
』

の
七
夕

(七
月
七
～
十
日
)
の
記
事

に
は
、
伏
見
宮

の

「花
座
敷
」
と
と
も
に
、
仙
洞
に
お
い
て

「花
合
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ

　れ
　

れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は

「花
合
」
が

「御
楽
」
と
と
も
に
催
さ
れ
、
多
く

の

「花
」
が
集
め
ら
れ
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
そ
の
室
礼
等
は
記
さ
れ
て
い
な

い

た
め
具
体
的

に
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
か
は
知
る
事
は
で
き
な

い
。

い
ず
れ
に
し

ろ
七
夕

に
お
け
る

「花
」

の
在
り
様
を
、
伏
見
宮
で
は

「花
座
敷
」、
仙
洞

に

対
し
て
は

「花
合
」
と
そ
れ
ぞ
れ
相
容
れ
る
こ
と
な
く
記
し
て
い
る
。
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生成期における 「たて花」

④

月
次
連
歌
会
と

「花
座
敷
」

伏
見
宮
家

の
七
月

の
月
次
連
歌
会
が

「
花
座
敷
」

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
の
は
、
応
永
三
十
年

(
一
四
二
三
)
の
七

夕
か
ら
で
あ

っ
た
。
同
家

の
月
次

連
歌
会
が
応
永
三
十
二
年

(
一
四
二
五
)
か
ら
、

一
献
準
備

の
費
用
捻
出
が

で

き
な
い
な
ど

の
理
由
で
延
期
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
「花

座
敷
」
の
場
で
連
歌
会
を
行
う
の
が
得
策

で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
連
歌

が
盛
ん
に
な
り
、
貴
族
の
伝
統
的
な
七
夕

の
行
事
に
こ
れ
を
組
み
入
れ
て
も
よ

い
と
考
え
ら
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
年
は
翌
日

の
七
月
八
日

に
催
さ
れ
、
「花
座
敷
」

に

「天
神
名
号
」
は

掛
け
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
翌
応
永
三
十

一
年

(
一
四
二
四
)
以
後

は
七

日

の

「
七
夕
法
楽
」
と
と
も
に
行
わ
れ
、
「天
神
名
号
」
が
掛
け
ら
れ
た
。
以
下
、
こ

の
年

の
七
月
七
日
条
を
見
て
み
る
。

七
日
。

(中
略
)
草
花
面
々
進
之
。
其
人
数
。

前
宰
相

一
瓶
。
盆
。
重
有
朝
臣

一
瓶
。
香
台
。
長
資
朝
臣

一
瓶
。
盆
。

慶
寿
丸

一
瓶
。
盆
。
寿
蔵
主

一
瓶
。
梵
祐

一
瓶
。
善
基

一
瓶
。
法
安

寺

一
瓶
。
光
台
寺

一
瓶
。
盆
。
松
林
庵

一
瓶
。
盆
。
行
光

一
瓶
。
香

台
。
禅
啓

一
瓶
。
盆
。
有
善

一
瓶
。
盆
。
宝
泉
二
瓶
。
堆
紅
盆
二
枚
。

唐
絵
以
下
唐
物
種
々
。
髞

座
敷
屏
風
二
双
立
之
。
閃
㈱
國
圖

三
幅
。
又

一
幅
。
嬲
聡
一
布
袋

一
幅
。

脇
二
幅
。
花
鳥
。
チ
カ
ヰ
棚
色
々
置
物
共
在
之
。
其
外
卓
立
並
冖囮
鬮

田
幽
置
之
。
如
形
飾
之
。
圓
鬮

。
(後
略
)(枠

は
筆
者
の
加
筆
)

こ
こ
か
ら
、
月
次
連
歌
会
を
行
う
場
所

は

「花
座
敷
」
と
し

て

「天
神
名

号
」
が
掛
け
ら
れ
、
「供
花
」
で
は
な
く
観
賞

の
た
め
の

「花
」
が
多
数
置
か

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
和
歌
は
、
七
夕
法
楽
行
事
と
し
て
は
披
講
の
み
で

和
歌
会

は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
ま
た

『仙
伝
抄
』
に
も

「和
歌

の
花
」
と
い
う

一
条
は
な
い
。

以
後
、
飾
ら
れ
る
唐
絵
や

「花
瓶
」

の
数

は
増
え
、
「花
瓶
」
は
常

に
五
十

瓶
ほ
ど
が
立
て
な
ら
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
永
享
八
年

(
一
四
三
六
)
七
月
七
日
条

の

「花
座
敷
」

の
記
事
に
は

「僧
良
賢
自
伏
見
参
。
立
花
給
御
扇
」
と
記
さ
れ

て
い
て
、
伏
見
の
良
賢
と
い
う
僧
侶
が
花
を
立

て
る
た
め
に
参
上
し
、
そ
れ
に

対
し
扇
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
「
し
ん
」
・
「下
草
」
と

い
う
言
葉

は
出

て
き
て
い
な

い
。
「
た
て
花
」
と
い
う
形
に
ま
で
は
発
展
し
て
い
な
か

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
同
日
記
に
は

「花
瓶
香
炉
等
」
ま
た
は

「花
瓶
」
を
置

い
た
と
は
あ

る
が
、
ど

の
よ
う
な
花

(植
物
)
が
立
て
ら
れ
て
い
た
か
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。

し
か
し
そ
れ
は
伏
見
宮
貞
成
が
花

(植
物
)
に
無
関
心

で
あ

っ
た
か
ら
で
は
な

い
。
伏
見
庄

に
あ

っ
た
伏
見
宮
の
邸
に
は
梅

・
桜

・
梨
の
ほ
か
松
が
多
く
あ
り
、

東
庭

の
池

の
周
辺
に
は
薔
薇
が
植
え
ら
れ
、
草
花
を
植
え
た
花
壇
が
別
に
築
か
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れ
、
北
庭
に
は
当
時
夏

の
花
材
と
し
て
よ
く
用

い
ら
れ
た
仙
翁
花

(ナ
デ
シ
コ

科

・
セ
ン
ノ
ウ
)
も
植
え
ら
れ
て
い
た
。

の
ち
に
貞
成
が
伏
見

の
邸
か
ら
移
り
住

ん
だ

一
条
東
洞
院

の
邸
に
お
い
て
も

園
池
が
造
ら
れ
、
梅

・
桜

・
松

・
躑
躅

・
柳

・
桐

・
菊
が
植
え
ら
れ
花
壇
が
築

　お
　

か
れ
た
。
ま
た
籬
を
作
り
、
種
を
蒔
く
こ
と
も
し
て
い
る
。

花

(植
物
)
に
関
・10
が
持
た
れ
、
邸

の
庭

で
は
草
花
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

庭
の
花
を
形
よ
く
花
瓶

に
入
れ
た
い
と
い
う
思

い
や
、
部
屋
の
な
か
に
置

い
て

身
近
に
楽
し
み
た
い
と
い
う
思

い
が
貞
成

や
そ
の
周
囲

の
人
々
に
は
出

て
来
た

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も

に
、
「花
座
敷
」

の
記
事

に
は
花
を
立

て
た
僧
侶

の

名
前
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
唐
物
賞
玩
と
し
て
花
瓶
を
飾
る
こ
と
か
ら
花

(植
物
)
を
立
て
る
こ
と
自
体

に
視
点
が
移

り
始
め
、
「
た
て
花
」
と
し
て
形
が

整
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

後
花
園
天
皇

の
実
父
で
あ
る
伏
見
宮
貞
成

の
催
す
月
次
連
歌
会

の

「花
」

の

主
目
的
が
供
花
か
ら
観
賞

へ
と
変
化
し
た

こ
と
は
、
他
所
で
行
わ
れ
る
連
歌
会

の

「花
」

の
在

り
様

に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

『山
科
家
礼
記
』
か
ら

は
、
寛
正
四
年

(
一
四
六
三
)
八
月
二
十
五
日
条

に
初
め
て

「
し
ん
」
と
い
う

言
葉
が
見
出
さ
れ
、
文
明
八
年

(
一
四
七
六
)
以
後
、
禁
裏

の
月
次
連
歌
会

に

山
科
家
当
主

・
山
科
言
国
や
同
家
雑
掌

・
大
沢
久
守
ら
が

「
た
て
花
」
を
立

て

　お
　

た
記
事
が
見
出
さ
れ
る
。

さ
ら
に

「花
」
を
造
形
意
識
と
い
う
点

か
ら
考
え
る
な
ら
ぽ
、
東
福
寺

の
供

花
に
せ
よ
、
七
夕

の
二
星
や
天
神
名
号
に
対
す
る
供
花

に
せ
よ
、
「手
向
け
る
」

も
の
で
あ

っ
た
そ

の
行
為
を
、
「挿
す
」
・
「立

て
る
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
な

っ
た
時
点

で
、
そ

の
意
識
が
芽
生
え
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

十
五
世
紀
中
期
に
お
い
て
、
東
福
寺
禅
僧

の
日
記
か
ら
は
、
禅
僧
た
ち
の
花

(植
物
)
や

「花
」

に
対
す
る
関
心
が
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
「花
」

へ
の
関
心
が
幅
広

い
層
に
広
が

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
同
じ
く
東
福
寺

禅
僧

で
あ

っ
た
正
徹

の
和
歌
素
材

に
、
和
歌

の
伝
統
に
そ
ぐ
わ
な

い
こ
と
で
あ

り
な
が
ら

「瓶
に
挿
す
花
」
が
詠
ま
れ
た
の
は
、

一
方

で
こ
の
よ
う
な

「花
」

の
営
み
が
あ

っ
た
こ
と
と
無
縁

で
は
な
か
ろ
う
。

さ
ら
に

「瓶

に
挿
す
花
」
と
い
う
素
材
が
和
歌

へ
と
い
う
よ
り
も
、
正
徹

の

和
歌

の
弟
子
で
あ

っ
た
連
歌
師
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
理
由
と
し
て
、

伏
見
宮
貞
成
な
ど
の
連
歌
会

の
在
り
様

に
見
る
よ
う
に
、
連
歌
と
い
う
も

の
が

元
来
、
月
見

・
花
見

ほ
か
何

か
を
し
な
が
ら
行
う
も

の
で
あ
り
、
「花
」
を
観

賞
し
な
が
ら
連
歌
を
巻
く
と
い
う
こ
と
も
当
然

の
形
で
あ

っ
た
が
、
和
歌
に
は

そ
の
よ
う
な
形
は
み
ら
れ
ず
、
そ
の
相
違
が

一
因
と
し
て

「瓶

に
挿
す
花
」
を

素
材
と
す
る
か
し
な
い
か
に
繋
が

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

専
順
も
正
徹
の
弟
子
の

一
人
で
あ
り
、
「瓶
に
挿
す
花
」
を
詠
ん
で
い
る
が
、

専
順
が
生
き
た
時
代

の
史
料
か
ら
は
、
専
順
が
六
角
堂
頂
法
寺

の
法
師

で
あ

っ

た
こ
と
は
見
出
さ
れ
る
が
、
「池
坊
」

の
人
で
あ
り

「花
」
と
関
わ
り
が
深
か

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
で
あ

る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
と

い
わ
ざ

る
を
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生成期における 「たて花」

得
な
い
。
管
見

の
限
り
で
は
あ

る
が
、
「池

坊
」

の

「花
」
に
関
す

る
記
事

の

初
出

は
文
明
十
三
年

(
一
四
八

一
)
で
あ

り

(第
2
章
③
)、
専
順

の
死
後

で
あ

る
。史

料

に
出
て
こ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
事
実
が
な
か
っ
た
と
は
い
い
き

れ
な
い
。
し
か
し
史
料
に
な

い
こ
と
を
推
測
す
る
場
合
、
今
日

の
視
点
や
後

の

時
代

の
史
料
か
ら
の
類
推
で
は
な
く
、
そ

の
人
物
が
生
き
た
時
代

の
史
料
を
確

認
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
「池
坊
」
は
今
日

の

「花
」
に
お
い
て
大
き
な
位
置

を
占

め
る
ゆ
え
に
、
「
た
て
花
」
生
成
期

に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
で
あ

っ
た
と

思
い
が
ち
で
あ
る
が
、
史
料
を
読
み
直
す
限
り
に
お
い
て
必
ず

し
も
そ
う
で
あ

る
と
は
言

い
が

た
い
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
「挿
す
」
・
「立

て
る
」
の
使
用

の
相
違
は
、
禅
僧

・
公

家
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
お
け
る
慣
習
か
ら
来
る
も

の
と
い
え
、
連
歌

・
和
歌

に

お
い
て

「瓶

に
挿
す
花
」
と
詠
ま
れ
る
も

の
が
、
他
方
で
様
式
と
し
て

「
た
て

花
」
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
将
軍
家
、
伏
見
宮
家
、
禁
裏

の
座
敷
飾
り
の

「花
」

を
扱
う
者
た
ち
が
、
慣
習
的

に

「立
て
る
」
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
者
で
あ

っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り

「
た
て
花
」
の
生
成
期
を
担

っ
た
の
は
、
現
在

の

「花
」

の
歴
史

に
お
い
て
語
ら
れ
る

「池
坊
」
や

「専
順
」
と
い
っ
た
存
在

で
あ
る
と

い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
禅
宗
寺
院
や
伏
見
宮
家
、
禁
裏
、
仙
洞
御
所
、
将
軍
家
、

武
家
邸
宅
と
い
う
場
所
や
、
僧
侶
を
は
じ

め
と
す
る
そ
こ
に
集
う
人
々
で
あ

っ

た
と
考
え
る
。
今
後
さ
ら
に

「
た
て
花
」
生
成
期

の
荷
担
者
、
建
築

・
室
礼
空

間
、
連
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
た
い
。

注(1
)

『
山

科
家

礼

記
』

に
お

い

て
、

「
立

花
」

と
記

さ
れ

る

こ
と

も
あ

る
が
、

文

明
十

二
年

三

月
九

日

条

に

「
た

て
は

な
」

と
記

さ

れ

て

い
る

こ
と

か
ら

、
当

該

期

の

「花

」

を

「
た

て

は
な
」

と
呼

ん
で

い
た

こ

と
が

わ

か

る
。

ま

た
江

戸
初

期

以
降

の
様

式

で
あ

る

「立

花

(
り

っ
か
)
」

と
区

別

す

る
意

味

も

あ

り
、
当

該

期

の

「
花
」

を

「
た

て
花

」

と

し

て

い
る
。

こ

の

「
た

て
花

」

と

い
う

様
式

の
み
、

「
立

花
」
・
「
生

花

」

(江
戸

中

・
後

期

以

降
)
・
「
盛

花

」

(明

治

中

期

以

降

)

な
ど
各

様
式

が
継

続

し

て
他

の
様

式

と
並

行

し

て
存

在

す

る

こ
と

に
対

し
、

「
立
花
」
に
取

り

込

ま
れ
今

日
存

在

し
な

い
。

一
般

的

に
使

用

例
が

多

い
「花

道

」

は
、
江

戸
期

以
降

に
お
け

る
各
花

型

の
総
称

と
捉

え

ら
れ

よ
う
。

(
2
)

研

究

史

と

し

て

「
た

て
花

」

に

つ
い

て

は
、

大

井

ミ

ノ
ブ

氏

(「
花

道

史

に
お

け

る
展
開

期

の
問
題

ー

室

町

時

代

か

ら
江

戸

時

代

初

期

ま

で
ー

」

『
日
本

文

化
史

研
究

』
肥

後

先
生

古

稀
記

念

論
文

刊

行
会

編

弘

文
堂

昭
和

四
十

四

年

。

『生

活

か
ら

み

た

い
け
ば

な

の
歴
史

』

主
婦

の
友

社

昭

和

三

十

九
年

、

四

二
～

八
九
頁

)
、

村

井
康

彦

氏

(
「生

活

文

化

の
成

立
」

『
京

都

の
歴

史
』

3

京

都

市

昭
和

四
十

三

年
、

四

七

二
～

四

八

○

頁

・
『
花

と

茶

の
世

界
』

一一コ

書

房

一
九

九
〇

年

、

六

四
～

一
〇

〇

、

一
〇

八
～

一
七

一
頁

)
、

山

根

有

三

氏

(
『花

道

史

研
究

』

山
根

有

三
著

作
集

七

中

央

公

論

美

術

出

版

平

成

八

年
、

十

二
～

四

二
、

八
六
～

二
九

四
頁
)

等

の
研
究

が
あ

る
。

(
3
)

正
徹

(
=

二
八

一
～

一
四

五

九

)
。

正
徹

の
私
家

集

『
草
根

集

』

は

正

徹

没
後

、
門

人

の
正
広

が
編

纂

し

た
も

の
で
、

文
明

五
年

の

一
条

兼

良

の
序

が

巻
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頭
に
あ
る
。

正
徹
に
つ
い
て
は
、
稲
田
利
徳

『正
徹

の
研
究

中
世
歌
人
研
究
』
笠
問
書
院

昭
和
五
十
三
年
、
『東
福
寺
誌
』
白
石
虎

月
編

思
文
閣
出
版

昭
和
五
十
四

年
復
刻
版

(昭
和
五
年
初
版
)
、
五
三
〇
～
六
二
五
頁
ほ
か
を
参
考
に
し
た
。

(4
)

専
順

(
一
四

一
一
～

一
四
七
六
)
。
専
順
に
つ
い
て
は
木
藤
才
蔵

『連
歌

史
論
考
』
上

増
補
改
訂
版

明
治
書
院

平
成
五
年
、
四

一
三
～
四
二
〇
頁
。

光
田
和
伸

『岩
波
講
座

日
本
文
学
史
』
第
六
巻

岩
波
書
店

一
九
九
六
年
、

一
四
八
～

一
五
二
頁
。
斉
藤
義
光

「連
歌
七
賢
時
代

に
つ
い
て
の
覚
え
書
」

『国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
十
五
年
三
月
。
斉
藤
義
光

「連
歌
師
専
順
年
譜
」

『大
妻
国
文
』
十
七
号

一
九
八
六
年
ほ
か
を
参
考
に
し
た
。

(5
)

新
日
本
古
典
文
学
大
系
6

岩
波
書
店

一
九
九
〇
年
、
二
八
～
二
九
頁
。

(6
)

日
本
古
典
文
学
大
系
19

岩
波
書
店

昭
和
三
十
三
年
、
四
六
、
五
八

～
五
九
頁
。

(7
)

デ
ー
タ
の
収
録
年
代
は
、
和
歌
が
七
〇
〇
年
代
～

一
五
〇
〇
年
代
、
連
歌

が

=
二
〇
〇
年
代
～

一
六
〇
〇
年
代
。

(8
)

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
。
こ
の
検
索

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

勢
田
勝
郭

「連
歌
研
究
支
援
用
例
検
索

シ
ス
テ
ム

「内
Φ涛
O
員
-幻
」」
(『文
学
』

九

・
十
月
号

岩
波
書
店

二
〇
〇
二
年
)
に
詳
し
い
。

(9
)

鈴
木
健

一
氏
は
、
「歌
道
と
花
道
i
花
瓶
、
花
道
、
そ
し
て
詩
歌
史

へ
ー
」

(『和
歌
の
伝
統
と
享
受

和
歌
文
学
論
集
10
』
編
集
委
員
会
編

風
間
書
房

平
成
八
年
)、
二
七
三
～
二
八
○
頁
に
お

い
て
、
中
古

・
中
世
和
歌
の
花
瓶
詠

歌
か
ら

「時
間

へ
の
感
覚
」
や

「時
間
意
識
」
が
看
取
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
同
稿
に
お
い
て
は
詞
書
に

「瓶
に
挿
す
花
」
を
含
む
和
歌
も
入
れ
、
さ
ら

に
数
首
の

「瓶
に
挿
す
花
」
を
詠
ん
だ
和
歌
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

(10
)

『金
槐
和
歌
集
』
新
潮
日
本
古
典
集
成

新
潮
社

昭
和
五
十
六
年
、
「金

槐
和
歌
集
」
三
六
三
番
。
詞
書
は

「梅
の
花
を
瓶
に
さ
せ
る
を
見
て
よ
め
る
」。

口
語
訳
は

「小
瓶
に
挿
し
て
あ
る
梅
の
花
は
、
万
年
も
過
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
わ

が
君
の
髪
飾
り
だ

っ
た
の
だ
」
。
挿
す
花
を
さ
ら
に
挿
頭
に
使

っ
て
い
る
。

(11
)

新
編

『国
歌
大
観
』
(O
U
-
幻
O
ζ
版
)
二
〇
〇
三
年
、
第
四
巻

「宝
治
百

首
」
五
八
四
番
。

(12
)

「新
撰
六
帖
題
和
歌
」
続
々
群
書
類
従
第
十
四
、

=

一
頁
。

(13
)

『校
註

国
歌
大
系
』
第
廿

一
巻

「夫
木
和
歌
抄

上
」
国
民
図
書
株
式

会
社

一
九
三
〇
年
、
五
七
七
頁
。

(14
)

『草
根
集
』
W

(『私
家
集
大
成
』
第
五
巻
中
世
m

和
歌
史
研
究
会
編

明
治
書
院

昭
和
四
十
九
年
)、
ω
五
四
八
四
番
、
②
二
九
〇
三
番
。

(15
)

『日
本
国
語
大
辞
典
』
第
十
二
巻

小
学
館
。

(16
)

蜷
川
新
右
衛
門
親
当
。
出
家
後
、
智
蘊

(P
～

一
四
四
八
)。
連
歌
師
、

連
歌
七
賢
の

一
人
。
和
歌
を
正
徹
に
学
び
、
そ
の
聞
書
き
に

『清
厳
茶
話
』
が

あ
る
。
足
利
義
教
に
仕
え
た
。
親
当
に
つ
い
て
は
、
木
藤
才
蔵

『連
歌
史
論

考
』
上

(前
掲
4
)、
三
九
二
～
三
九
九
頁
を
参
考
に
し
た
。

(17
)

行
助

(
一
四
〇
五
～

一
四
六
九
)。
連
歌
師
、
連
歌
七
賢
の

一
人
。
山
名

氏
の
家
臣
筋
で
、
延
暦
寺
東
塔
の
惣
持
坊
に
住
居
、
権
大
僧
都
法
印
に
至
る
。

享
徳
～
寛
正
期
に
か
け
て
智
蘊

・
心
敬

・
専
順
ら
と
し
ば
し
ぼ
同
座
し
た
。

(18
)

前
掲

(9
)
に
よ
る
。

(19
)

太
極
は
、
東
福
寺
桂
昌
門
派
の
僧
侶
。
出
自
は
鞍
智
氏
と
推
定
さ
れ
る
。

文
筆
に
す
ぐ
れ
た
が
、
蔵
主
の
位
に
止
ま
っ
た
。
今
枝
愛
真

「太
極
の
思
想
と

文
学
」
『国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
十
四
年
四
月
、
玉
村
竹
二

「
『碧
山
日
録
』

記
主
考
」
『日
本
禅
宗
史
論
集

下
之

一
』
思
文
閣
出
版

一
九
七
六
年
を
参
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生成期における 「たて花」

考
に
し
た
。

(20
)

増
補

続
史
料
大
成

『碧
山
日
録
』
を
使
用
。

(21
)

正
徹
の
和
歌
に

「氷
室
よ
り
た
ね
や
う
ゑ
け
ん
花
の
色
に
雪
を
い
た
せ
る

庭
の
秋
は
ぎ
」
『草
根
集
』
五
八
五
〇
番

(前
掲
14
)
と
い
う
種
を
素
材
に
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
。

(22
)

『碧
山
日
録
』
に
お
け
る
植
栽
に

つ
い
て
は
、
飛
田
範
夫

『日
本
庭
園
の

植
栽
史
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

平
成
十
四
年
、

一
七
九
、

一
八
○
頁
に
詳

し
い
。
ま
た
花
の
栽
培
の
記
事
は

『碧
山
日
録
』
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
な

く
、
『看
聞
御
記
』
永
享
三
年
七
月
四
日
条
、
『山
科
家
礼
記
』
文
明
十
八
年
四

月
二
日
条
、
『
お
湯
殿

の
上

の
日
記
』
明
応
四
年
三
月
八
日
条
ほ
か
に
も
見
ら

れ
る
。

(23
)

『碧
山
日
録
』
長
禄
三
年
四
月
二
十

八
日
条
、
寛
正
六
年
二
月

一
日
条
ほ

か
。

(24
)

『碧
山
日
録
』
長
禄
三
年
二
月
五
日
条
ほ
か
。

(25
)

増
補

続
史
料
大
成

『蔭
凉
軒
日
録
』
を
使
用
。

(26
)

史
料
纂
集

『経
覚
私
要
鈔
』
を
使
用
。

(27
)

春
公
に
つ
い
て
は
、
清
水
克
行

「あ
る
室
町
幕
府
直
臣
の
都
市
生
活
1

『碧
山
日
録
』
と

「春
公
」
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
ー
」
『東
京
大
学
史
料
編
纂
所

研
究
紀
要
』
第
十
二
号

二
〇
〇
二
年

(『室
町
社
会

の
騒
擾
と
秩
序
』
吉
川

弘
文
館

二
〇
〇
四
年
に
所
収
)
に
詳

し
い
。
同
稿
に
よ
れ
ば
春
公
は
、
室
町

幕
府
直
臣

(外
様
衆
)
の
鞍
智
高
春
。

(28
)

宗
砌

・
宗
伊

・
心
敬

・
行
助

・
専
順

・
智
蘊

・
能
阿
の
七
人
。

(29
)

増
補

続
史
料
大
成

『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
を
使
用
。

(30
)

『梅
庵
古
筆
伝
』
続
群
書
類
従

第
三
十

一
輯
下
、
三
五
二
頁
。

(31
)

池
坊
編
纂
部
編

『華
道
家
元

池
坊
由
来
記

全
』
華
道
家
元
華
務
課
発

行

大
正
十
三
年
、

一
〇
六
～

一
一
七
頁
。

(32
)

石
村
雍
子

「室
町
時
代
連
歌
最
盛
期
に
活
躍
し
た
蜷
川
智
蘊
と
池
坊
専
順

に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」
『国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
十
二
年

一
月
、
そ
の
後

同
論
文
は
、
石
村
雍
子

『和
歌
連
歌
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院

昭
和
五
十
年
、

第
三
章
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

(33
)

福
井
久
蔵

『連
歌

の
史
的
研
究
』

有
精
堂
出
版

昭
和
四
十
四
年
、
九

六
頁
。
ま
た

『俳
諧
大
辞
典
』
伊
地
知
鉄
男
他
編

明
治
書
院

昭
和
三
十
二

年
、
の

「専
順
」
の
項
目
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(34
)

西
堀

=
二
他

『挿
花
芸
術
』
成
美
堂
書
店

昭
和
十
年
、
西
堀

=
二
「室

町
時
代

の
花
道
」
『花
道
全
集
』
第
二
巻

河
原
書
店

昭
和
二
十
三
年
、
大

井
、ミ
ノ
ブ

「花
道
成
立
の
系
譜
」
『日
本
歴
史
』
二
十
三
号

昭
和
二
十
五
年

四
月
号
、
同

『生
活
か
ら
み
た
い
け
ば
な
の
歴
史
』
(前
掲
2
)
ほ
か
。

(35
)

木
藤
才
蔵

『連
歌
史
論
考
』
上

(前
掲
4
)、
四

一
四
頁
。
ま
た
談
話
と

し
て
で
は
あ
る
が
、
島
津
忠
夫
氏
は
、
専
順
が

「花
」
を
立
て
た
と
い
う
記
述

は

一
切
見
出
せ
な
い
と
言
い
切
る
。
さ
ら
に
美
術
史
家
で
花
道
家
元
の
出
身
で

あ
る
山
根
有
三
氏
は
、
専
順
に
つ
い
て

「実
際
に
花
に
関
係
し
た
と
は
思
わ
れ

な
い
」
と
述
べ
て
い
る

(『花
道
史
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版

平
成
八
年
、

=
二
二
頁

・
初
出
は

『大
和
文
華
』

一
四
号

昭
和
二
十
九
年
)。

(36
)

大
井
、・・
ノ
ブ

『生
活
か
ら
み
た

い
け
ば
な
の
歴
史
』
(前
掲
2
)
、
六
三

頁
。

(37
)

村
井
康
彦

『花
と
茶
の
世
界
』
(前
掲
2
)
、

一
二
六
～

一
二
七
、

=
二
五

頁
。

(38
)

同
句
は
後
に

『竹
林
抄
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「瓶
に
挿
し
た
桜
の
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花
、

そ

れ
は

ま
さ

し
く
蓬

莱

山
を

あ

し
ら

っ
た
亀

山

の
上

に
咲

く
山

桜

と
も

い

え

よ
う

か
」

と

口
語

訳

(新
日

本
古

曲
ハ文

学
大

系
)

さ

れ
る
。

(39
)

「
千

句

連

歌
集

」

三

『古

典

文

庫
』

島

津

忠

夫

他

編

昭

和

五

十

六
年

、

五

〇
頁
。

(40
)

前
掲

(
16
)
。

(41
)

『
七

賢

時

代

連

歌

句

集
』
金

子

金

治

郎

・
太

田

武

夫

編

角

川

書

店

昭

和
五

〇
年

。
蜷

川
親

当

は
、

一
四

四

八
年

に
死

去

し

て

い
る

た

め
、

そ

の
句

は

一
四
四

八
年
以
前

の
も

の
と
考

え

ら
れ

、

一
四

五

二
年

の
専

順

の
句

よ
り
早

く
詠

ま
れ

て

い
る
と

い
え

る
。

(
42
)

正
徹

と
親

当

の
交

流

に

つ
い

て
は
、

『
正

徹

の
研

究

中

世

歌

人

研

究
』

(前

掲

3
)
、

=

八
、

一
二

一
頁

、

『
正
徹

物

語
』

(
『歌

論

歌

学

集

成

』
第

十

一
巻

三
弥

井

書

店

平
成

十

三
年

)
、

二
〇

〇

頁

な

ど

か

ら

も

わ

か

る
。

ま

た

正
徹

は
長

禄

二

・
三
年

、

専
順

主

催

の
和

歌
会

に
も

出

詠

し

て

い
る

(
『
草

根
集

』
第

十

四
巻

『
私
家

集
大
成

』

(前
掲

14
)

八
五
〇
、

八
五
四
頁

)
。

(43
)

「
千

句
連

歌

集

」

一

『古

典

文

庫
』

島

津

忠

夫

他

編

昭

和

五
十

三
年

、

二
二

二
頁

。

(44
)

伊
勢

国

司
宰
相

中
将

教

具
。

(
45
)

続

群
書
類

従

・
補
遺

二

『看
聞

御

記
』

を
使

用
。

(
46
)

史

料
纂
集

『
山
科
家

礼

記
』

を
使

用
。

(
47
)

『看

聞

御
記

』
永

享

八
年

七

月

七
日

条

ほ

か
、

『
山
科

家

礼
記

』
寛

正

四
年

八
月

二
十

五
日
条

ほ
か
。

(
48
)

『古

連

歌
千

五
百

』

(
れ

5

・
甲

2
)
大

阪

天
満
宮

文
庫

。

(
49
)

『
古

代
中

世

芸

術

論
』

日

本

思
想

大

系

岩

波

書

店

一
九

七

三
年

を
使

用
、

『
金
春

古
伝

書
集

成
』

わ

ん
や
書

店

昭
和

四
十

四
年

を
参

考

に
し

た
。

金
春
禅

鳳

の
生

没
年

は

一
四

五
四
～

一
五
三

二
年
。

(50
)

『古
代

中

世
芸
術

論

』

(前

掲

49
)
、

四

八
○
頁

・
4
。

(51
)

村
井

康
彦

『花

と
茶

の
世

界
』

(前
掲

2
)
、

一
二
七

頁
。

(52
)

『実

隆
公

記
』

巻

二
上

続
群

書
類
従

完
成

会

を
使

用
。

(53
)

「
池

坊

」

の
記

事

は

一
四

八
○

年

代

以
降

見

出

さ
れ

る
よ

う

に

な

り
、

大

日

本
古

記

録

『
二
水

記

』
大

永

五
年

(
一
五

二
五

)

三
月

六

日
条

以
後

、
閏

十

一
月
十

九
日

条
等

に
、

「
池
坊

立
華

」

の
記
事

が
見

ら

れ

る
な
ど

す

る
。

(
54
)

『古

代
中

世
芸

術
論

』

(前
掲

49
)
、

四
八
五
頁

。

(
55
)

勝

秀

公

(中

書
令

)

に

つ

い
て

は
、

『碧

山

日

録

』
寛

正

元

年

二
月

二
十

七
日
条

に
お

い
て
、

勝

秀
公

が

客

に
遣

わ

す

た

め
、

太
極

に
梅

を
所

望

し
、
太

極

が

数
枝

を
贈

っ
て

い
る

ほ

か
、

『碧

山

日

録
』

長

禄

三
年

三
月

九

日

条

に
お

い
て
、
春

公

・
太
極

と

と
も

に
、

伊
勢

神

宮
詣

で

に
出

か
け

て

い
る
こ

と
な

ど

か
ら

、
親

し

い
間

柄

で
あ

っ
た

こ
と
が

わ

か
る
。

清
水

克

行
氏

(前

掲

27
)

に

よ

れ
ば
勝

秀
公

は
京

極
勝

秀
。

(56
)

前
掲

(
27
)
。

(57
)

細

川
護

貞

『中

国
瓶

花

と

い
け
ぽ

な
』
講

談

社

昭
和

五

十

八
年

、

一
五

八
～

一
五
九
頁

。

(
58
)

『碧

山

日

録
』

の
専

慶

を

池

坊

の
専
慶

と
位

置

づ

け

た
最

初

の
文

献

は
、

肥

後
和

男

「
生

花

の
歴

史
」

(
『挿

花

芸
術

』
成

美

堂
書

店

昭

和
十

年

)

と
思

わ
れ

る
。

そ

の
後
、

湯

川
制

『華

道
史

』
至

文
堂

昭
和

二
十

二
年
、

一
二

九
～

一
三

四
頁

で
詳

し
く

と
り
あ

げ

ら
れ

て

い
る
。

ま

た
現
在
、

専
慶

流

・
桑

原

専
慶

流

と

い
う

い
け
ば

な

の
流

派
が

あ

る
が

、

こ

ふ
し
ゆ
ん
け
ん
せ
ん
け
い

れ
ら
の
流
派
の

「専
慶
」
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
富
春
軒
仙
渓
を
指
し
て
い
る
。

(59
)

花
道
家
元

・
池
坊
は
流
祖
を
小
野
妹
子
と
し
、
彼
が
入
道
し
て
名
を
専
務
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生成期における 「たて花」

と
改
め
た
こ
と
か
ら
、
以
後
の
池
坊
宗
匠
は
み
な

「専
」
の
字
を
名
前
に
使
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
六
角
堂
は
も
と
も
と
は
特
別
の
宗
派

に
属
さ
な
い
無
本
寺
で
あ
っ
た
が
、
明
治
に
入
り
比
叡
山
延
暦
寺
を
本
山
と
す

る
天
台
宗
の
寺
院
と
な
り
、
さ
ら
に

一
九
七

一
年
、
現
四
十
五
世
家
元
が
再
び

本
来

の
姿
に
と
比
叡
山
か
ら
独
立
し
た

(『花
守
人

歴
史
編
』
池
坊
専
永
監

修

日
本
華
道
社

平
成
七
年
)
。

(60
)

六
角
堂
頂
法
寺
に
つ
い
て
は
、
『平
安
京
六
角
堂
の
発
掘
調
査
』
(平
安
京

調
査
本
部

・
甲
元
眞
之
編

財
団
法
人
古
代
学
協
會

昭
和
五
十
二
年
)、
五

四
～

一
〇
九
頁
を
参
考
に
し
た
。

(61
)

東
福
寺
住
持
第
二
百
二
十
二
世
、
松
月
軒

に
塔
す
。
天
文
丙
申
生
れ
、
元

和
元
年
七
月
七
日
寂
。
初
代
池
坊
専
好
と
は
、
五
十
年
来
の
友
人
で
あ

っ
た
。

(62
)

『百
瓶
華
序
』
続
群
書
類
従

第
十
九
輯
下
、
六

一
頁
。

(63
)

池
坊
専
好
は
生
没
年
不
詳
。
安
土

・
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か

け
て
活
躍
。
そ
の
活
動
期
が
長
い
た
め
、

一
般
に
初
代

・
二
代
と
わ
け
ら
れ
て

り
つ
か

い
る
。
二
代
専
好
に
お
い
て

「立
花
」
は
大
成
し
た
と
さ
れ
る
。

(64
)

寛
正
二
年

の
飢
饉
に
関
し
て
は
、
横
井
清

「初
期
の
町
人
生
活
」
(『京
都

の
歴
史
』
3

京
都
市

昭
和
四
十
三
年
)、

一
〇
七
～

一
一
四
頁
。
西
尾
和

美

「室
町
中
期
京
都
に
お
け
る
飢
饉
と
民
衆
-
応
永
二
十
八
年
及
び
寛
正
二
年

の
飢
饉
を
中
心
と
し
て
」
(『日
本
史
研
究
』
二
七
五
号

一
九
八
五
年
)
を
参

考
に
し
た
。

(65
)

速
水
侑

『観
音
信
仰
』
(塙
童
旦
房

.昭
和
四
十
五
年
)、
二
八
九
頁
。

(66
)

『蔭
凉
軒
日
録
』
永
享
十
年
正
月
二
十
三
日
条
以
後
、
毎
年
七
観
音
参
詣

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
文
正
元
年
閏
二
月

一
日
条
に

「六
角
堂
東
坊
」
と

い
う
人
物
が
見
出
さ
れ
る
が
、
「花
」
や

「池
坊
」
と
の
関
わ
り
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
『経
覚
私
要
鈔
』
長
禄
四
年

(
一
四
六
〇
)
十
月
四
日
条
に
は
、
経

覚
が
京
都
七
観
音
に
参
詣
し
、
「達
多
年
之
本
望
」
と
記
し
て
い
る
。

(67
)

戦
国
武
人
、
播
磨
公
。
奈
良
東
郊
の
古
市
城
に
住
む
。
興
福
寺
衆
徒
と
し

て
名
を
馳
せ
た
古
市
澄
胤
の
父
。

(68
)

『経
覚
私
要
鈔
』
宝
徳
二
年
三
月
十
日
条

・
宝
徳
四
年
四
月
十
八
日
条
。

(69
)

『経
覚
私
要
鈔
』
宝
徳
三
年
四
月
十

一
日
条

・
宝
徳
四
年
四
月
十
九
日
条
。

(70
)

「花
」
の
伝
書
。
奥
書
に
よ
る
と
、
三
条
家

の
秘
本
を
文
安
二
年

(
一
四

四
五
)、
富
阿
弥
か
ら
七
名
を
経
て
、
天
文
五
年

(
一
五
三
六
)
「池
房
専
慈
」

に
至
る
人
々
に
相
伝
と
あ
る
。
こ
の
約
九
十
年
の
間
に
内
容
が
整
備
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
幾
多
の
箇
条
書
き
が
寄
せ
集
め
ら
れ
た
も
の
で
、
序
文
も
結

論
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

(71
)

林
家
は
江
戸
幕
府
の
儒
官
と
し
て
文
教
を
つ
か
さ
ど

っ
た
家
。
三
代
鳳
岡

以
後
代
々
大
学
頭
を
世
襲
。
江
戸
時
代
の
儒
教
界
に
大
き
な
地
位
を
占
め
た
。

(72
)

森
谷
尅
久

「池
坊
に
お
け
る
家
元
制
度
と
そ
の
組
織
」
(『
い
け
ば
な
美
術

全
集
』
八

集
英
社

昭
和
五
十
七
年
)
、

一
八
八
頁
。

(73
)

「六
角
堂
と
池
坊

・
池
坊
の
系
図
」
『池
坊
華
道
芸
術
図
史
』
池
坊
学
園
短

期
大
学
華
道
文
化
研
究
所

昭
和
三
十
七
年
。

(74
)

池
坊
専
永

「花
道

・
池
坊
家
の
伝
統
」
(『歴
史
と
旅
』
秋
田
書
店

昭
和

五
十
九
年
十
月
号
)、
『華
道
家
元

池
坊
由
来
記

全

・
附

「小
野
家
池
坊
系

図
写
」
』
前
掲

(31
)
を
参
考
に
し
た
。

(75
)

『蔭
凉
軒
日
録
索
引
』
蔭
木
英
雄
編

臨
川
書
店

平
成
元
年
に
よ
る
。

(76
)

『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
総
索
引
』
上
巻

人
名
篇

(史
料
研
究

の
会
編

臨
川
書
店

昭
和
六
十
三
年
)、
二
二
四
～
二
三
〇
頁
に
よ
る
。

(77
)

『
い
け
ば
な
美
術
全
集
』
二

(集
英
社

昭
和
五
十
七
年
)、
八
九
、

一
六
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八
頁
。

(78
)

史
料
纂
集

『言
国
卿
記
』
を
使
用
。
文
明
六
年
七
月
二
十

一
日
条
ほ
か
。

(79
)

松
岡
心
平
氏
は
、
「挿
す
」
と

「立

つ
」
の
使
用
に
つ
い
て
、
「立
つ
こ
と

i
中
世
的
空
間
の
特
異
性
」
(『日
本
の
中
世

7
』
中
央
公
論
新
社

二
〇
〇

二
年
)
の
な
か
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

(80
)

『蔭
凉
軒
日
録
』
文
明
十
八
年
二
月
十
日
条

・
文
明
十
九
年
四
月
十
二
日

条

・
八
月
二
日
条
ほ
か
。
仲
清
は

『蔭
凉
軒
日
録
索
引
』
(前
掲
75
)
に
よ
る

と
僧
侶
。

(81
)

『満
済
准
后
日
記
』
(続
群
書
類
従

補
遺

一
)
に
お
い
て
も
、
永
享
元
年

七
月
二
十
日
条
仙
洞
七
夕
の

「花
」
を

「立
て
る
」
、
同
年
七
月

一
日
条
金
剛

輪
院
に
お
け
る
水
天
供
の
桂
柳
を

「挿
す
」
と
し
て
い
る
。

(82
)

第
四
章
に
つ
い
て
、
横
井
清

『看
聞
御
記

「
王
者
」
と

「衆
庶
」
の
は

ざ
ま
に
て
』
そ
し
え
て

一
九
七
九
年
、
島
津
忠
夫

「会
所
の
文
芸
と
芸
能
」

『能
と
連
歌
』
和
泉
書
院

一
九
九
〇
年
、
『島
津
忠
夫
著
作
集
』
第

一
巻
～

第
三
巻

和
泉
書
院

二
〇
〇
三
年
ほ
か
を
参
考
に
し
た
。

(83
)

和
歌
、
和
漢
連
句
、
茶
、
香
、
風
呂
、
囲
碁
、
将
棋
、
蹴
鞠
、
琵
琶
、
猿

楽
、
平
曲
、
作
庭
、
園
芸
な
ど
。

(84
)

伏
見
宮
の
連
歌
に
つ
い
て
は
、
「解
題

(
一
)
連
歌
」
(『図
書
寮
叢
刊

看
聞
日
記
紙
背
文
書

・
別
記
』
宮
内
庁
書
陵
部
編

養
徳
社

昭
和
四
〇
年
)
、

二
〇
～
二
九
頁
、
位
藤
邦
生

「後
崇
光
院
と
伏
見
宮
連
歌
会
」
(『連
歌
と
中
世

文
芸
』
金
子
金
治
郎
博
士
古
稀
記
念
論
集
編
集
委
員
会
編

角
川
書
店
、
同

『伏
見
宮
貞
成
親
王
の
文
学
』
清
文
堂
出
版

一
九
九

一
年
に
所
収
)
ほ
か
を

参
考
に
し
た
。

(85
)

伏
見
宮
家
で
月
次
連
歌
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
貞
成
の
代
か

ら
で
応
永
二
十
五
年
三
月
か
ら
、
月
次
連
歌
会
の

「法
様
」
(き
ま
り
)
が
定

め
ら
れ
た
の
は
応
永
二
十
六
年
四
月
か
ら
で
あ
っ
た
。

(86
)

『満
済
准
后
日
記
』
に
お
い
て
も
、
花
見
や
来
客
、
待
ち
時
間
な
ど
に
連

歌
を
行

っ
て
い
る

(永
享
二
年
三
月
十
七
日
条
ほ
か
)
。
当
該
期
の
連
歌
会
に

つ
い
て
は
、
廣
木

一
人

「月
次
連
歌
会
考
1

『看
聞
日
記
』
の
記
事
か
ら
ー
」

(『青
山
語
文
』
27

平
成
九
年
)、
三
角
範
子

「足
利
義
教
月
次
連
歌
会
に
つ

い
て
」
(『九
州
史
学
』
1
2
2
号

一
九
九
九
年
)
、
拙
稿

「室
町
時
代

の
連

歌
会
と

『花
』」
(『れ
ぎ
お
ん
』
45
～
47
号

二
〇
〇
四
年
)
ほ
か
が
あ
る
。

(87
)

廣
木

一
人
氏
は
、
「連
歌
張
行
の
建
物

・
部
屋
」
(『文
学
』
九

・
十
月
号

岩
波
書
店

二
〇
〇
二
年
)
に
お
い
て
、
連
歌
会
の
場
を
身
分
差
意
識
と
い
う

点
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。

(88
)

『仙
伝
抄
』
上

・
下

華
道
家
元
池
坊
総
務
所
編
集

日
本
華
道
社

昭

和
五
十
六
年
を
使
用
し
た
。

(89
)

『看
聞
御
記
』
応
永
二
十
六
年
四
月

一
日
条
。
室
町
殿

(義
教
)
月
次
連

歌
会
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る

(『満
済
准
后
日
記
』
永
享
二
年
二
月
十
日
条

ほ
か
)。

(90
)

『看
聞
日
記
』
に
お
い
て

「花
座
敷
」
と
い
う
言
葉
の
初
見
は
、
応
永
二

十
六
年
七
月
八
日
条
で
あ
る
。
前
年
の
二
十
五
年
七
月
八
日
条
は

「花
座
席
」
、

同
九
日
は

「花
飾
等
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

「花
座
敷
」
の
初
見
記
事

の
前
年
七
月
七
日
条
に
お
い
て
、
そ
の
様
子
が
最
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
応
永
二
十
五
年
こ
ろ
か
ら
、
「花
座
敷
」
と
い
う
意
識
が
持
た
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(91
)

仙
洞
花
合
は

『看
聞
日
記
』
応
永
二
十
七
年
七
月
八
日
条
に
は
七
十
七
瓶
、

永
享
三
年
七
月
七
日
条
に
は
百
七
瓶
立
て
ら
れ
た
と
あ
る
。
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(92
)

『看
聞
日
記
』
に
お
け
る
植
栽
に

つ
い
て
は
、
『日
本
庭
園

の
植
栽
史
』

(前
掲
22
)、

一
六
八
～

一
七
三
頁
に
詳

し
い
。

(93
)

拙
稿

「中
世
後
期
文
化

の
一
様
相
-
山
科
家
の
日
記
に
み
る

『花
』
ー
」

(『女
性
歴
史
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
六
号

京
都
橘
女
子
大
学
女
性
歴
史
文
化

研
究
所

一
九
九
七
年
)、
二

一
～
二
八
頁
。

生成期における 「たて花」
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